
号

令和 4 年 10 月 5 日

殿

総　長　　大野　英男

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

○ ○

（注）

〒９８０－８５７４　宮城県仙台市青葉区星陵町１番１号　

電話(０２２)７１７－７０００　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

上記のほか、腎臓・内分泌内科、糖尿病・代謝内科、漢方内科、老年内科、心療内科、腫瘍内科、脳神経内科において医療
を提供している。

４腎臓内科

５神経内科

東北病医　　　　　第238

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人　東北大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒９８０－８５７７　宮城県仙台市青葉区片平二丁目１番１号

国立大学法人　東北大学

　東北大学病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

東北大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）40 2 0 0 1,118 1,160

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

上記のほか、肝臓・胆のう・膵臓外科、胃腸外科、移植・食道・血管外科、乳腺・内分泌外科、形成外科、小児腫瘍外科、頭
頸部外科において医療を提供している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３口腔外科

リハビリテーショ
ン科

病理診断科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

382 223 593 175 0

94 73 156.2 25 115

95 1 95.7 9 2

0 0 0 17 0

54 1 55 0 0

1225 19 1238.6 25 29

0 1 1 0 189

10 14 22.9 11 405

14 0 14 71 157

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 31 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　冨永　悌二　　　　　） 任命年月日

医療安全管理責任者（医療安全担当の副病院長）を平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日まで務め、医療安全監査委
員会への対応、特定機能病院間のピアレビューの実施、高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等管理センター長業務、
医療安全推進委員会や内部通報受付審査会等の業務等、医療に係る安全管理の業務に従事した。また、現在も病院長とし
て、医療安全推進委員会の委員を務めながら、医療に係る安全管理の業務に従事している。

救急科専門医産婦人科専門医 44

合計

13

25

30

9

17

30

14

432

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

93

88

13

37

10

9

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

18 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

705 ㎡ （主な設備）

334 ㎡ （主な設備）

492 ㎡ （主な設備）

106 ㎡ （主な設備）

7453 ㎡ （主な設備）

373 ㎡ 室数 室 人

4476 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

病床数 25402

安全キャビネット

解剖台

顕微鏡

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

2

251

生化学・免疫検査装置

クリーンベンチ

床面積

共用する室名

鉄骨造

鉄骨鉄筋
コンクリート

4

収容定員

蔵書数

362

41万図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋
コンクリート

鉄筋
コンクリート造

鉄筋
コンクリート造

床面積

鉄骨鉄筋
コンクリート

鉄骨鉄筋
コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
377.08

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

813.8

3113.4

1236.7

225

23

28

516

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

788.6

2529.4

25.2

584

歯科等以外 歯科等 合計



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

算出
根拠

紹介率 72.8 逆紹介率 52.9

21,603

16,759

1,458

31,679

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

阿部　玲子 東北公済病院看護部
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

三輪　佳久 齋藤・笹村法律事務所
法律に関する識見を有
する者

1

原　　忠篤 東北医科薬科大学病院
医療を受ける者その他
医療従事者以外の者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

武田　和憲
社会保険診療報酬支払

基金宮城支部
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

東北大学及び東北大学病院のホームページへの掲載。

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

0

2

33

5

35

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

細胞診検体を用いた遺伝子検査

腹腔鏡下スリーブ状胃切除術及び十二指腸空腸バイパス術

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

LDLアフェレシス療法

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

1

0

2

0

0

5

3

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る。）の併用療法　上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法　特発性ネフ
ローゼ症候群（当該疾病の症状が発症した時点における年齢が十八歳未満の患者に係るものであって、
難治性頻回再発型又はステロイド依存性のものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

内視鏡下手術用ロボットを用いた腹腔鏡下広汎子宮全摘術子宮頸がん（FIGOによる臨床進行期分類が
ⅠB期以上及びⅡB期以下の扁平上皮がん又はFIGOによる臨床進行期分類がⅠＡ２期以上及びⅡＢ期
以下の腺がんであって、リンパ節転移及び腹腔内臓器に転移していないものに限る。）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

S-1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておらず、
かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 肺癌患者検体の遺伝子変異検索に関する研究 取扱患者数 218

当該医療技術の概要

医療技術名 大量出血を伴う手術の麻酔管理 取扱患者数 56

当該医療技術の概要

医療技術名 乳癌のＨＥＲ2遺伝子増幅の有無に関するＦＩＳＨ検査 取扱患者数 73

当該医療技術の概要

医療技術名 骨軟部腫瘍、脳腫瘍に対するＦＩＳＨおよびPCRによる悪性遺伝子検査 取扱患者数 39

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡的胆管結石除去術 取扱患者数 105

当該医療技術の概要

医療技術名 体外衝撃波による膵石粉砕術 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡的粘膜下層剥離術 取扱患者数 225

当該医療技術の概要

医療技術名 肝癌に対するリアルタイムバーチャルソノグラフィー 取扱患者数 57

当該医療技術の概要

医療技術名 唇顎口蓋裂に対するチームアプローチによる集学的治療 取扱患者数 776

当該医療技術の概要

医療技術名 自家末梢血幹細胞移植術（採取・調整・保存） 取扱患者数 24

当該医療技術の概要

内視鏡的逆行性膵胆管造影（ERCP)に引き続き内視鏡的乳頭括約筋切開術（EST)を施行後、バスケットやバルーンで結石を
除去する治療する方法で、ハイレベルな医療治療技術が必要である。

ESWLを用いて膵石を破砕する治療法で、ハイレベルな医療治療技術の人的、物理的集積が必要である。

早期食道癌および早期胃癌を内視鏡的に剥離、切除する治療法で、ハイレベルな医療治療技術の人的、物理的集積が必要
である。

高度の医療の提供の実績

肺癌患者から採取した癌細胞の遺伝子変異(EGFRやEML4-ALK)を調べた上で適切な治療方針を決定している。

出血量5000ml以上の危機的出血に対し、麻酔科が主体となって、関連する検査部、輸血部と連携して患者を救命する。
患者の生命が危機的状況にある場面においても、多数の麻酔科医を動員して緻密な麻酔管理を行うことにより、合併症を最
小限に抑える。

乳癌組織（パラフィンブロック）を用いHER2遺伝子の増幅を調べる検査。免疫組織化学染色でHER2の発現を検索し、0、1+、
2+、3+の4段階に分類。このうち、0、1+はHER2陰性と判断、3+は陽性と判断。2+のみ、FISH検査を追加し、HER2遺伝子の増
幅を検索し、陽性、陰性に分類。免疫組織化学染色で2+のうち、FISHで陽性と判明するのは20％程度で、残りの80％程度は
FISH陰性（HER2陰性）と判定される。FISH検査は高額なため、まず、免疫組織化学染色で選別してから、2+のみをFISHの対
象にしているが、これは、日本の乳癌診療ガイドライン、ASCOガイドラインなどで推奨されている手法である。

骨軟部腫瘍においては、滑膜肉腫やユーイング肉腫など、遺伝子学的な検査が診断に必須なものがあり、診断確定の目的で
行う検査である。さらに遺伝子異常（転座）の証明が適応の有無を左右する抗がん剤も出てきており、診断のみでなく治療方針
の点でも重要になってきている。また脳腫瘍に関しては、新WHO分類においてグリオーマなどの診断に遺伝子学的な情報が
必須とうたわれており、遺伝子検査を行わないと診断が確定できない状況となっている。診断確定、治療方針の決定や予後予
測のために必須な検査である。

肝癌におけるＣＴと腹部超音波検査の画像をリアルタイムで同期可能な、当院で開発した検査法である。

唇顎口蓋裂に対するチームアプローチによる集学的治療を行っている。

G-CSF投与により末梢血幹細胞を動員し、患者循環血液量の２倍の血液を一定の速度で連続的に体外循環させ、造血幹細
胞分画を採取したあと、輸血部細胞プロセッシングセンターにおいて調製、凍結保存し、移植日まで超低温フリーザー内で保
管管理する。

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



医療技術名 前立腺癌に対する強度変調放射線療法（ＩＭＲＴ） 取扱患者数 73

当該医療技術の概要

医療技術名 遠隔病理診断（テレパソロジー） 取扱患者数 125

当該医療技術の概要

医療技術名 同種造血幹細胞移植 取扱患者数 41

当該医療技術の概要

医療技術名 同種末梢血幹細胞移植術（採取・調整・保存） 取扱患者数 29

当該医療技術の概要

医療技術名 血液型不適合骨髄移植（赤血球除去） 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 病的肥満症に対する腹腔鏡下袖状胃切除術 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 稀少遺伝子疾患の遺伝子診断と遺伝カウンセリング 取扱患者数 31

当該医療技術の概要

医療技術名 末梢血幹細胞採取における造血幹細胞の定量 取扱患者数 59

当該医療技術の概要

医療技術名 上咽頭癌に対する化学療法併用した強度変調放射線療法（IMRT） 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 重症急性膵炎による感染性膵壊死に対する内視鏡的壊死物質除去術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 ドップラー血流評価と蛍光血流評価を併用した先進的食道再建術 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

医療技術名 腹臥位胸腔鏡下食道切除術 取扱患者数 51

当該医療技術の概要

近年NOTESの手技を応用し、経胃的に感染性膵壊死の部位に直接内視鏡を挿入し壊死物質を取り除く方法が試みられ、良
好な成績が得られている。

食道切除後の消化管再建術は、腹部消化管である胃、結腸を頚部まで挙上し吻合する高度な技術であるが、その成否は再
建臓器の血流状態によるところが大きい。これを客観的データでとらえるために、ドップラー血流計を用いた血流絶対量の評
価と、ICG蛍光カメラによるリアルタイムな視覚的血流評価を併用し、再建臓器の吻合最適部位を決定、安全で確実な消化管
再建を実施している。

胸腔鏡下食道切除術は従来側臥位で行われてきたが、腹臥位にすることにより、肺・心圧排操作の回避、より緻密なリンパ節
郭清、副損傷の回避が可能となる。この術式はいまだ一般的ではなく、熟練食道外科医と麻酔科医の連携によって行われる
高度な手術である。

ABO・Rh(D)血液型主不適合骨髄移植の際に、ドナー由来赤血球溶血反応を回避する目的で、移植前の骨髄からアフェレー
シス装置により、赤血球を除去する操作である。

病的肥満症は様々な併存疾患を有し、生命予後を短縮させることが分かっている。内科的治療ではリバウンドが多く欧米では
外科的な減量手術（胃の縮小を伴う手術）が一般的である。我が国では施行施設が少なくまだまだ一般的ではない。

稀少遺伝子疾患に対して遺伝カウンセリングを施行し、遺伝子解析を実施する。

自家または同種末梢血幹細胞採取の適否を判断するために、術前に末梢血CD34陽性細胞数を定量する。さらに移植に十分
な造血幹細胞が得られているかどうかを判断するために、採取産物中に含まれるCD34陽性細胞数を定量する。

長期予後の望める上咽頭癌に強度変調放射線療法を導入することで、視神経や脳幹、耳下腺などQOLに関連する部位への
照射線量を抑えつつ、病巣への線量を担保する治療法。

強度変調放射線を用いることで自由度の高い放射線線量分布を達成し、直腸・尿道など前立腺周囲重要臓器の被ばく線量
低減を図りながら腫瘍線量を増加することで、進行前立腺癌の治療成績を向上させる放射線療法。

テレパソロジー（遠隔病理診断）は地方の病院から遠隔操作により病理画像を伝送し、病理診断を行う遠隔医療の一つであ
る。これにより、病理医が不在の病院における術中迅速診断を可能とし、病理医不足と偏在を補うとともに、地域病院の医療の
質の向上、地域医療への貢献に寄与するものである。

同種、血縁、非血縁の骨髄幹細胞、末梢血幹細胞を、前処置後に投与する。

G-CSF投与により末梢血幹細胞を動員し、ドナー循環血液量の２倍の血液を一定の速度で体外循環させ、造血幹細胞分画
を採取したあと、細胞プロセッシングセンターにおいて調製、凍結保存し、移植日まで超低温フリーザー内で保管管理する。



医療技術名 成人症例における歯科矯正用アンカースクリューを用いた矯正歯科治療法 取扱患者数 189

当該医療技術の概要

医療技術名 成長期症例における歯科矯正用アンカースクリューを用いた矯正歯科治療法 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 リンガルブラケット装置を用いた矯正歯科治療 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 全身麻酔下歯科治療 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 頭頚部がんに対するチームアプローチによる集学的治療 取扱患者数 646

当該医療技術の概要

医療技術名 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 取扱患者数 73

当該医療技術の概要

医療技術名 切除可能膵癌に対する術前化学療法 取扱患者数 32

当該医療技術の概要

医療技術名 進行・再発直腸癌に対する手術前化学放射線療法 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 切除不能膵癌に対する化学療法・化学放射線療法後のサルベージ手術 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 頭頸部癌に対する密封小線源治療 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 甲状腺癌に対するI-131内用療法 取扱患者数 49

当該医療技術の概要

直腸癌に対する化学放射線療法は本邦ではコンセンサスが得られていないが、米国では標準治療の一部となっている。手術
の根治性を高め、予後を改善する可能性が期待される。放射線科医と胃腸外科医の協同で行う、ハイレベルな医療技術と資
源(人的・物的)の投入を必要とするもの。

切除不能と診断される膵癌に対して、一定期間治療が奏功した後に、切除を行う。化学療法・化学放射線療法のみで治療を
行うよりも生存期間の延長や長期生存が得られる可能性が高まる。放射線科医と肝胆膵外科医の協同で行う、ハイレベルな医
療技術と資源(人的・物的)の投入を必要とするもの。

口唇、舌、口腔など頭頸部の早期癌に対して、Au198が密封された小さなシードといわれる線源を局所麻酔下で永久刺入する
治療を行っている。手術に比べ機能、形態温存に優れ、体外照射に比べて有害事象が軽度に抑えられる利点がある。歯科で
は顎の骨を放射線から守るために、マウスピースを作製、装着してもらい、放射線潰瘍や下顎骨壊死の予防を行っている。

甲状腺分化癌にヨードが取り込まれるという性質を利用した組織内照射で、分化型甲状腺がんの転移病巣や腫瘍床の残存病
変に対する治療として行われている。多発転移病変に対する腫瘍制御的治療としては数少ない手段である。

日本人の多くは審美的な原因により、矯正歯科治療を避ける傾向がある。しかし、舌側（裏側）に矯正装置（ブラケット）を装着
することにより、矯正装置が全く見えることなく治療を行うことができる。現在では違和感も少なく、歯科矯正用アンカースク
リューを併用することにより、従来の唇側に装着される装置と比較しても治療結果がほとんど差がなく治療を行えるようになっ
た。

歯科治療恐怖症、嘔吐反射が著しい患者等、障害者等、通常の方法では歯科治療を受容できない患者に対し、全身麻酔下
での歯科治療を行うものである。

頭頸部がんの手術、化学療法、ならびに放射線治療前後の口腔ケア、感染原の除去（抜歯等）、開口訓練を行い、手術創部
の感染や、術後の誤嚥性肺炎を予防し、さらに口腔の機能回復を図る治療

大腸における早期癌又は腺腫を内視鏡的に剥離、切除する治療法で、ハイレベルな医療治療技術の人的、物理的集積が必
要である。

切除可能膵癌に対する標準治療戦略は手術先行であるが、手術時既に存在すると考えられる不顕性の転移病変に対して、
全身状態の良い手術前に全身化学療法を行った後に切除を行う治療戦略。切除率の向上、生存期間の延長が期待できる。
ハイレベルな医療技術と資源(人的・物的)の投入を必要とするもの。

従来の矯正歯科治療と比較し、歯科矯正用アンカースクリューを歯の移動の固定源として用いることにより、患者様の協力を必
要とせず、歯の移動を効率的かつ効果的に行うことが可能となる。それにより、患者様の負担軽減、治療期間の短縮を図ること
ができる。さらに、短期間でより多くの歯の移動は可能となる為、外科的手術を避けることも可能となる。

骨格的な改善が必要な成長期症例（例：下顎前突）において、従来の矯正歯科治療では複雑な装置が必要であり、夜間のみ
の使用となり、患者様の協力が得られにくく、効果的な骨格の改善を得ることが少なかった。しかし、歯科矯正用アンカースク
リューを用いることにより、患者様の協力が得られやすく、24時間用いることができ、それにより将来外科的手術を回避できるこ
とが可能となる。



医療技術名 持続血液透析濾過 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 血漿交換 取扱患者数 36

当該医療技術の概要

医療技術名 エンドトキシン吸着 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的心肺補助（PCPS・VA-ECMO） 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 体外膜型酸素化装置（VV-ECMO） 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 腹部コンパートメント症候群に対するOpen Abdominal Management 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 インプラントを用いた顎義歯治療 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対するＩ-125密封小線源治療 取扱患者数 28

当該医療技術の概要

医療技術名 覚醒下脳外科手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名
鏡視下食道癌手術における神経刺激装置を用いた術中リアルタイム反回神
経の同定と温存

取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 自己免疫性肺胞蛋白症に対するGM-CSF吸入療法 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 血液吸着（エンドトキシン以外） 取扱患者数 19

当該医療技術の概要

血液を吸着カラムに通し、病気の活動性の元となる液性成分（エンドトキシンやビリルビン）を除去する。これは主に急性期の生
命の危機がある状況を改善すべく行われる。また、病因が必ずしもはっきりしていない慢性かつ難治性の疾患において、疾患
活動性を発揮するリンパ球や好中球、あるいは自己抗体を除去するカラムで血液を浄化する治療法である。

顎骨部、顔面部に大幅な実質欠損を有する顎欠損症例において、インプラントを併用することで義歯の維持、安定の向上を図
る。

低リスク前立腺癌に対して、Ｉ-125密封小線源を前立腺局所に挿入、留置する治療を行っている。手術に比べ機能温存に優
れ、有害事象が軽度に抑えられる。

脳に存在する機能野（言語野、運動野）を手術中に同定するために、患者を覚醒させ手術をおこなう技術。
脳神経外科医の他に、神経麻酔医、脳波技師、高次脳機能学を専門とする医師の参加が必要となる。

食道癌手術の合併症のひとつに反回神経麻痺があり、術後の嗄声、誤嚥の原因となる胸腔鏡下食道切除術において術中リ
アルタイムに反回神経を刺激装置ＮＩＭで同定し、確実な温存と麻痺を回避するもの。

自己免疫性肺胞蛋白症の進行予防および病態改善を目的としてGM-CSF吸入療法を実施している。吸入用GM-CSF製剤は
海外より入手して行っている。

血液を血漿分離器で血球成分と血漿成分に分離した後に、病気の原因物質を含む血漿を廃棄して、それと同じ量の健常な
方の血漿（新鮮凍結血漿）、もしくはアルブミン製剤を入れて置き換える治療法。劇症肝炎、肝不全、血栓性血小板減少性紫
斑病、ステロイドや免疫抑制剤の治療効果が少ない活動性の強い膠原病（全身性紅斑性エリトマトーデスなど）、神経免疫疾
患などが適応となる。

エンドトキシン血症に伴う重症病態の改善のため、エンドトキシンを選択的に吸着除去する吸着型浄化器（トレミキシン）を用い
た血液浄化療法。

緊急心蘇生や重症心不全に対する循環補助が適応となる。大腿静脈から遠心ポンプにより脱血した静脈血を、膜型人工肺を
用いて酸素化し動脈血として大腿動脈に送血閉鎖回路による補助循環である。

ARDSや重症肺炎（細菌性、ウイルス性）、肺外傷などの、低酸素血症や高二酸化炭素血症の重症呼吸不全が適応となる。大
腿静脈から遠心ポンプにより脱血した静脈血を膜型人工肺を用いて酸素化し、中心静脈に返す補助循環である。長期体外循
環による呼吸補助を行うことにより、生体肺を休ませ、肺の回復を待つ治療法である。

緊急開腹手術を要する患者さんのうち、一期的な閉腹により術後管理に困難が予想される症例に対してはOpen Abdominal
Managementによる段階的閉腹を心がけている。１週間以上の集中治療管理を要するためにきめの細かい管理を要する。

急性腎不全の重症例や全身状態の悪い症例に対して行われる血液浄化法で、血液透析濾過を24時間持続的に行う。少量ず
つ透析を持続的に行うため、全身状態に与える影響が少なく、血管外物質の除去効率が高い。



医療技術名 腹水濾過濃縮再静注 取扱患者数 23

当該医療技術の概要

医療技術名 正常眼圧緑内障に対する鍼治療 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 肝門部領域胆管癌手術 取扱患者数 21

当該医療技術の概要

医療技術名 切除境界膵癌に対する手術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 食道アカラシアに対する経口内視鏡的筋層切開術（POEM） 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 ガスクロマトグラフによる口内気体分析 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡を用いた口内アプローチによる低侵襲手術 取扱患者数 16

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡補助下膵頭十二指腸切除術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下袖状胃切除術＋十二指腸空腸バイパス術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 High Resolution Manometry (HMR) による食道運動機能評価 取扱患者数 96

当該医療技術の概要

医療技術名 慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するカテーテル治療 取扱患者数 169

当該医療技術の概要

多チャンネル圧センサーカテーテルを経鼻的に食道内に挿入留置し、全食道の詳細な運動パターンを計測し、内視鏡ならび
に食道バリウム透視では検出されない食道運動異常を検出する検査である。食道アカラシア、食道運動機能異常、ジャックハ
ンマー食道の診断および治療評価を行う。

慢性血栓塞栓性肺高血圧症は予後不良疾患であるが、カテーテルによる肺動脈形成術を当院では行っている。また、良好な
成績を収めている。

食道アカラシアは、下部食道括約筋の弛緩不全が原因であるが、この部分の筋層を切開することが治療となる。POEMは経口
軟性内視鏡で、食道粘膜下層に入り、筋層切開を行う手技で、体表に創がつかず、回復も早い。高度な手技であるが、有用
性は高く、今後の標準治療になるものと思われる。

センサタイプガスクロマトグラフ、FPD方式ガスクロマトグラフをそれぞれ使用することで、高度な口臭症の診断・治療を行う。

顎口腔外科の疾患の中には、病変の位置によって皮膚切開を併用する必要があるが、顔面神経障害や顔面醜形の問題があ
る。特に異所性埋伏歯、良性腫瘍、唾石症、外傷において、それらの問題を改善するため、内視鏡を併用した口内アプローチ
を用いることにより、手術の低侵襲化が期待される治療である。

腹部手術の中で最も侵襲の高い手術の一つである膵頭十二指腸切除を腹腔鏡補助下に行うことで手術侵襲を軽減し，術後
早期回復が期待できる治療である．

病的肥満症に対して我が国では腹腔鏡下袖状胃切除術が保険承認されているが，我々の研究では十二指腸空腸をバイパス
し食事が通らなくすることで肥満のみならず糖尿病の改善効果があることが示されており，糖尿病を合併した病的肥満患者に
対する体重減少＋糖尿病改善効果を認める有望な治療法である．

がん性腹膜炎、肝硬変、など腹水が大量に貯留し、難治性となる疾患は多岐にわたる。腹水にはがんや肝硬変に関連する細
胞成分や液性因子が含まれている。この腹水を数リットル（３－７L程度）体外に抜き出し、無菌的に特殊なフィルターを通して
濾過濃縮して可及的に生体に有害なサイトカインや細胞成分を除き、経静脈投与可能な質を担保し、元の患者に点滴再静注
する治療法である。患者の腹満感の軽減、血漿製剤ではない自己の蛋白を再利用できる点で優れているが、濃縮工程や安全
管理に高度な技術を要する治療である。

正常眼圧緑内障の治療は眼圧の低下や視神経保護、眼底血流低下の改善などが行われるが、従来の点眼薬や内服薬治療
を行っていても視野障害が悪化する症例もあり、鍼治療が眼底血流改善の効果を有することが示されてきており、通常治療へ
の追加で効果を期待する治療法である。

肝門部領域に発生した癌の切除には，局所の解剖の熟知や肝機能，残肝容積などから最適な術式を選択する必要がある．ま
た，肝動脈，門脈などの再建が必要となる事も多く，術前，術中，術後ともに、ハイレベルな医療技術と資源(人的・物的)の投
入を必要とするもの。

膵臓癌は局所進行の程度により門脈や動脈に浸潤し，切除の可能性が五分五分となるような，切除境界例が多く存在する．こ
のような症例に対して切除が可能かどうかは術前の念入な画像診断と，術中の局所の所見により判断され，安全に，かつ根治
的に切除を行い，術後合併症の低減のためにはハイレベルな医療技術と資源(人的・物的)の投入を必要とする。



医療技術名 大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁植え込み術 取扱患者数 72

当該医療技術の概要

医療技術名 3次元マッピングシステムを用いたカテーテルアブレーション 取扱患者数 216

当該医療技術の概要

医療技術名 胃癌のHER2遺伝子増幅の有無に関するFISH検査 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 がんクリニカルシーケンス検査 取扱患者数 321

当該医療技術の概要

医療技術名
腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
2　低位前方切除術

取扱患者数 23

当該医療技術の概要

医療技術名 生体部分肝移植における顕微鏡下動脈後壁支持吻合術 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 植込型補助人工心臓治療 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下腎盂形成術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下後腹膜リンパ節郭清 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 腸管不全関連肝機能障害に対するω3系脂肪製剤投与 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 婦人科癌に対する組織内照射 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

精巣腫瘍などによる後腹膜リンパ節郭清は開腹手術が標準術式であるが、郭清するリンパ節の範囲がある程度限局している
症例では腹腔鏡下での郭清が可能であり、開腹術と比較して傷の大きさや術後の回復までの期間短縮などの点で大きなメリッ
トがある。

肝機能障害を来した腸管不全症例に対する治療法の1つとして、ω3系脂肪製剤の投与が著明な改善効果を有すると報告さ
れている。しかし、現在、国内で認可されている静脈投与可能な脂肪製剤はω6系脂肪製剤のみである。入手可能なω3系脂
肪製剤はOMEGAVENだが、これは国内では製造・販売・承認されておらず、保険診療内では行えない治療で、倫理委員会
の許可を得て行っている治療法である。

婦人科癌において、腫瘍の大きさや形状によって、通常の腔内照射のみでは腫瘍に線量が十分カバーされない事もあるの
で、組織内照射を併用することで、抗腫瘍効果ならびに副作用軽減がより期待できる治療である。

次世代シーケンサーを用いてがん関連遺伝子の遺伝子変異および融合遺伝子検査を行い、治療標的となる遺伝子異常の同
定とその遺伝子異常に基づいた最適な治療薬の提案を行う。

直腸癌と診断され、他の臓器に浸潤がなくがんの進行度（ステージ）が0からIIIで、手術により病巣を完全に切除（根治手術）可
能と判断された直腸癌治療のため、遠隔操作による手術ロボット「da Vinci Surgical System」を用いて、内視鏡下に行うもの。こ
の装置（ロボット）を用いて、お腹の中の構造を立体的で高解像度な画像で把握して、操作ボックスの手術者の動きを術野に
おいて器具の微細な動きとして忠実に再現し、手術を行う。直腸が位置する狭い骨盤の中には性、排尿機能をつかさどる多数
の神経が存在し、癌の根治性を担保しながら神経を温存することによって機能温存を図る可能が高くなる手術が可能と期待さ
れています。

顕微鏡下動脈後壁支持吻合術は動脈にねじれの力をかけずに再建できる有用な手法である。これを生体部分肝移植におけ
る微小動脈再建に導入することで、動脈合併症軽減（閉塞、解離の軽減）に寄与すると考えられる。

深刻なドナー不足のため現在心臓移植待機期間は3年を超えている。内科的治療抵抗性の重症心不全で、心臓移植が唯一
の治療手段だったとしても、待機中に亡くなってしまう患者が多い。植込み型補助人工心臓は、心臓移植までの橋渡し治療と
して、2011年に保険償還が下り、当院でも患者数が増えている。患者は在宅治療が可能になりQOLが向上。

腎盂尿管狭窄による先天性あるいは後天性の水腎症に対する手術である。従来は開腹あるは腹腔鏡下での手術を行ってい
たが、ロボット支援手術による繊細な形成術と吻合によって良好な成績を収めている。

循環器内科、心臓血管外科、麻酔科、コメディカルスタッフによるハートチームを結成し、高齢者を中心とした重症大動脈弁狭
窄症に対して経カテーテル的大動脈弁植え込み術を施行しており、良好な成績を収めている。

心房細動などの詳細な解剖の把握が必要となる不整脈治療において、CARTO, Navxなどの3次元マッピングシステムを用い
て良好な成績を収めている。

胃癌組織（パラフィンブロック）を用いHER2遺伝子の増幅を調べる検査。免疫組織化学染色でHER2の発現を検索し0, 1+, 2+,
3+の４段階に分類。このうち0, 1+はHER2陰性と判断、3+は陽性と判断。2+のみ、FISH検査を追加し、HER2遺伝子の増幅を検
索し、陽性、陰性に分類。免疫組織化学染色で2+のうち、FISHで陽性と判明するのは30%強で、残りの70％程度はFISH陰性
(HER2陰性)と判定される。FISH検査は高額なため、まず、免疫組織化学染色で選別してから、2+のみをFISHの対象にしてい
るが、これは、日本の胃癌診療ガイドラインなどで推奨されている手法である。



医療技術名 顎顔面領域でのCAD/CAMサージカルガイドによるコンピューター支援手術 取扱患者数 60

当該医療技術の概要

医療技術名 高強度硬質レジンブリッジ治療 取扱患者数 14

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下食道切除術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌放射線治療後の局所再発に対する光線力学療法 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 胸椎後縦靭帯骨化症に対する3Dナビゲーションを用いた骨化巣前方浮上術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 脳磁図検査によるてんかん焦点の局在診断と機能野の同定 取扱患者数 105

当該医療技術の概要

医療技術名 ポリグリコール酸シートおよび自己フィブリン糊を用いた口腔外科手術 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 CAR-T細胞療法に用いる患者の末梢単核球の採取・調製・保管 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 重症呼吸不全患者に対するVV-ECMO 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

医療技術名 画像・髄液バイオマーカーを通じたアルツハイマー病の診断 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

医療技術名 左側乳がんに対する深吸気息止めVMATによる術後放射線治療 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

難治性悪性リンパ腫や急性リンパ性白血病への治療として、患者Tリンパ球をアフェレーシスにより十分量採取し、遺伝子改変
したキメラ抗原受容体を発現させ、患者体内に戻すのがCAR-T療法である。自己リンパ球採取が再生医療等製品の原材料に
当たるため、品質管理体制に関して監査を受け、認可された施設のみが実施できる。

VV-ECMOとは大腿静脈から遠心ポンプにより脱血した静脈血を膜型人工肺を用いて酸素化し、中心静脈に返す補助循環で
ある。肺移植待機患者やCOVID-19などによる重症呼吸不全は長期の肺障害を来す。移植待機期間の酸素化、換気機能を
VV-ECMOにより臓器補助を行うことで、移植へつなげたり、過剰な呼吸器設定を避け、lung restによる肺保護を行い、肺障害
の改善までの期間を乗り切ることができる。数カ月にわたる管理が必要であり、呼吸、循環、凝固、デバイス管理等、集学的な
管理を必要とする。

脳内の病理変化を反映する画像バイオマーカ―や髄液バイオマーカーの組み合わせを通じて、早期の段階でアルツハイ
マー病を診断する技術。従来から用いられている認知機能検査・臨床症候・形態画像による診断よりも早期の段階の変化であ
るアミロイド・タウ・蓄積と神経細胞死のマーカーとの組み合わせで、認知機能低下や臨床症候が明らかとなる前の段階で判定
する。

左乳がんに対する乳房温存術後照射は一般的な治療方法であるが、従来の放射線治療技術では自由呼吸下に３次元原体
照射を行うが、当施設に導入しているSyncTraxを用いて深吸気息止め下で回転型強度変調放射線治療（VMAT)を行うことで
心臓や肺への被曝線量退席を軽減し、長期的な放射線障害の軽減を行っている。

高度な技術が求められる胸腔鏡下食道癌手術において、より繊細な操作のできるロボットを利用することにより反回神経麻痺
の発生を抑制できるなどの効果が認められている。高度な技術と知識を要する手術である。

食道癌放射線治療後の局所再発に対して内視鏡下に行う治療方法。光感受性物質であるレザフィリンとレーザーを組み合わ
せ腫瘍細胞を壊死させる。Salvage食道切除術と比べ非侵襲的であり、かつ局所制御に優れている。

下肢に重篤な麻痺を生じる病態である胸椎後縦靭帯骨化症に対しては、その解剖学的な位置関係から前方の骨化巣を浮上
させる極めて高度かつ難易度の高い手技が要求される。当院では３Dナビゲーションを用いた方法を導入している。

ニューロンが活動する際に生じる磁場活動から活動源の皮質を評価する検査法である。優れた空間分解能を特徴とし、てんか
ん診断のみならずてんかん外科治療の術前診断にも重要な役割を果たす。一方で、専門性の高さなどのため、本邦で実施で
きる施設は東北大学を含め極めて限られている。

顎口腔領域の手術における切除創面の被覆および局所止血を目的として、ポリグリコール酸シート（PGAシート）と共に自己
フィブリン糊を用いる方法である。自己血漿から自己フィブリン糊調製装置（クリオシールシステム）により自己クリオプレシピ
テート(自己クリオ）と自己トロンビンを作製して用いる。創傷被覆・止血・接着に加え、組織修復促進や局所感染予防の効果も
期待される。

歯科顎口腔外科、形成外科、耳鼻科、歯科技術部門による連携により、顎骨切除時の三次元的な顎位復元を目的としたガイ
ド作製や、矯正歯科と歯科顎口腔外科で治療にあたる顎矯正手術時の上顎骨位置決めスプリントの作製において、コン
ピューターシミュレーションを応用して術後予測を検討し、そのシミュレーションの確実な施行のためのサージカルガイドを
CAD/CAMにて作製し、手術支援を行う。この支援手術により、手術時間の短縮、咬合機能、接触嚥下機能、審美的満足度の
向上がはかられる。

コンポジットレジンブリッジをグラスファイバーで補強することで、メタルフリーのブリッジを臼歯部に適応する治療であり、良好な
成績を収めている。



医療技術名 心臓移植治療 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 腹部大動脈瘤に対する腹部分枝再建を伴うステントグラフト内挿術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 深部静脈血栓後遺症に対する静脈カテーテル治療 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 急性期深部静脈血栓症に対するカテーテル治療 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的CTガイド下ラジオ波焼灼術による原発性アルドステロン症の治療 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 83

取扱い患者数の合計（人） 4713

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

重症心不全の患者さんに対し、脳死ドナーからの心臓移植（認定施設/東北地方唯一）を施行している。

腎動脈など、主要な分枝近くから腹部大動脈瘤が拡大している場合には従来のステントグラフト手術は実施できず、開腹手術
を行う他に方法がなかった。本法により分枝を再建・温存した形で大動脈瘤ステントグラフト治療が可能であり、開腹手術が出
来ないハイリスク患者に対して大動脈瘤治療が可能となった。

深部静脈血栓症の合併症として静脈血栓後遺症がある。本症では深部静脈の慢性閉塞に伴う静脈圧上昇のため、下肢浮腫
や潰瘍を生じて生活の質を落とすことに繋がるが、本治療によって下肢症状の大きな改善が期待できる。

深部静脈血栓症急性期に血栓を除去する目的でカテーテル治療を行う。本治療により下肢浮腫の大きな軽減と、静脈血栓後
遺症の予防が可能となる。

二次性高血圧症である原発性アルドステロン症の内、片側性のアルドステロン産生腺腫を原因とする症例に対し、CTガイド下
にラジオ波焼灼針を原因副腎腺腫に穿刺、焼灼してアルドステロンを正常化する治療。
当院で行なった医師主導治験により2021年6月に保険収載された低侵襲治療である。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を
提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該医療
技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 13 56 ベーチェット病 171
2 筋萎縮性側索硬化症 113 57 特発性拡張型心筋症 184
3 脊髄性筋萎縮症 2 58 肥大型心筋症 29
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 32 60 再生不良性貧血 45
6 パーキンソン病 131 61 自己免疫性溶血性貧血 5
7 大脳皮質基底核変性症 15 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2
8 ハンチントン病 4 63 特発性血小板減少性紫斑病 65
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 2
10 シャルコー・マリー・トゥース病 3 65 原発性免疫不全症候群 28
11 重症筋無力症 66 66 IgＡ 腎症 72
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 51
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 298 68 黄色靱帯骨化症 15

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
41 69 後縦靱帯骨化症 86

15 封入体筋炎 15 70 広範脊柱管狭窄症 5
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 60
17 多系統萎縮症 48 72 下垂体性ADH分泌異常症 23
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 70 73 下垂体性TSH分泌亢進症 0
19 ライソゾーム病 28 74 下垂体性PRL分泌亢進症 9
20 副腎白質ジストロフィー 3 75 クッシング病 9
21 ミトコンドリア病 26 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 31 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 19
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 184
24 亜急性硬化性全脳炎 1 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 1
26 HTLV-1関連脊髄症 9 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 9
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 21 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 241
30 遠位型ミオパチー 9 85 特発性間質性肺炎 85
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 115
32 自己貪食空胞性ミオパチー 1 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 117
34 神経線維腫症 37 89 リンパ脈管筋腫症 45
35 天疱瘡 29 90 網膜色素変性症 53
36 表皮水疱症 3 91 バッド・キアリ症候群 6
37 膿疱性乾癬（汎発型） 11 92 特発性門脈圧亢進症 2
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 3 93 原発性胆汁性肝硬変 75
39 中毒性表皮壊死症 1 94 原発性硬化性胆管炎 15
40 高安動脈炎 97 95 自己免疫性肝炎 10
41 巨細胞性動脈炎 10 96 クローン病 397
42 結節性多発動脈炎 37 97 潰瘍性大腸炎 417
43 顕微鏡的多発血管炎 34 98 好酸球性消化管疾患 5
44 多発血管炎性肉芽腫症 23 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 8
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 42 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 8 101 腸管神経節細胞僅少症 5
47 バージャー病 11 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 1
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 12 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 570 104 コステロ症候群 1
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 243 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 90 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1

52 混合性結合組織病 98 107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

2

53 シェーグレン症候群 73 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 27 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 10 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 4 166 弾性線維性仮性黄色腫 2
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 167 マルファン症候群 9
113 筋ジストロフィー 31 168 エーラス・ダンロス症候群 7
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 169 メンケス病 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
116 アトピー性脊髄炎 0 171 ウィルソン病 6
117 脊髄空洞症 3 172 低ホスファターゼ症 0
118 脊髄髄膜瘤 0 173 VATER症候群 0
119 アイザックス症候群 3 174 那須・ハコラ病 0
120 遺伝性ジストニア 1 175 ウィーバー症候群 0
121 神経フェリチン症 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 178 モワット・ウィルソン症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 179 ウィリアムズ症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0

126 ペリー症候群 0 181 クルーゾン症候群 0

127 前頭側頭葉変性症 4 182 アペール症候群 0

128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 183 ファイファー症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 185 コフィン・シリス症候群 0
131 アレキサンダー病 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 187 歌舞伎症候群 0
133 メビウス症候群 0 188 多脾症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 189 無脾症候群 1
135 アイカルディ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
136 片側巨脳症 0 191 ウェルナー症候群 2
137 限局性皮質異形成 0 192 コケイン症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 193 プラダー・ウィリ症候群 2
139 先天性大脳白質形成不全症 1 194 ソトス症候群 1
140 ドラベ症候群 1 195 ヌーナン症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1 196 ヤング・シンプソン症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 197 １p36欠失症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 6 199 ５p欠失症候群 0
145 ウエスト症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
146 大田原症候群 0 201 アンジェルマン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 202 スミス・マギニス症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 203 22q11.2欠失症候群 2
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
151 ラスムッセン脳炎 1 206 脆弱X症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 207 総動脈幹遺残症 2
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 2 208 修正大血管転位症 7

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 209 完全大血管転位症 12

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 210 単心室症 11
156 レット症候群 0 211 左心低形成症候群 1
157 スタージ・ウェーバー症候群 1 212 三尖弁閉鎖症 2
158 結節性硬化症 17 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 3
159 色素性乾皮症 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 11
160 先天性魚鱗癬 1 215 ファロー四徴症 22
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 216 両大血管右室起始症 10
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 23 217 エプスタイン病 2
163 特発性後天性全身性無汗症 15 218 アルポート症候群 3
164 眼皮膚白皮症 1 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 220 急速進行性糸球体腎炎 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
221 抗糸球体基底膜腎炎 1 271 強直性脊椎炎 29
222 一次性ネフローゼ症候群 51 272 進行性骨化性線維異形成症 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
224 紫斑病性腎炎 3 274 骨形成不全症 2
225 先天性腎性尿崩症 1 275 タナトフォリック骨異形成症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 276 軟骨無形成症 1
227 オスラー病 6 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 3
228 閉塞性細気管支炎 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 13 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
2

230 肺胞低換気症候群 13 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 7
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 8
232 カーニー複合 2 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
233 ウォルフラム症候群 2 283 後天性赤芽球癆 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 2

235 副甲状腺機能低下症 1 285 ファンコニ貧血 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 1 286 遺伝性鉄芽球性貧血 1
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1 287 エプスタイン症候群 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 4
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 1
240 フェニルケトン尿症 12 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0

241 高チロシン血症1型 0 291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
0

242 高チロシン血症2型 0 292 総排泄腔外反症 1
243 高チロシン血症3型 0 293 総排泄腔遺残 2
244 メープルシロップ尿症 1 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
245 プロピオン酸血症 1 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
246 メチルマロン酸血症 2 296 胆道閉鎖症 29
247 イソ吉草酸血症 0 297 アラジール症候群 3
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 298 遺伝性膵炎 3
249 グルタル酸血症1型 0 299 嚢胞性線維症 0
250 グルタル酸血症2型 1 300 ＩｇＧ４関連疾患 67
251 尿素サイクル異常症 2 301 黄斑ジストロフィー 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 2
253 先天性葉酸吸収不全 0 303 アッシャー症候群 1
254 ポルフィリン症 1 304 若年発症型両側性感音難聴 1
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 2 305 遅発性内リンパ水腫 0
256 筋型糖原病 2 306 好酸球性副鼻腔炎 15
257 肝型糖原病 5 307 カナバン病 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 308 進行性白質脳症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0

260 シトステロール血症 0 310 先天異常症候群 1
261 タンジール病 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
262 原発性高カイロミクロン血症 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
263 脳腱黄色腫症 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0

264 無βリポタンパク血症 1 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

265 脂肪萎縮症 1 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

266 家族性地中海熱 7 316 カルニチン回路異常症 1
267 高ＩｇＤ症候群 0 317 三頭酵素欠損症 0

268 中條・西村症候群 0 318 シトリン欠損症  3

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

321 非ケトーシス型高グリシン血症 0

322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
324 メチルグルタコン酸尿症 0
325 遺伝性自己炎症疾患 1
326 大理石骨病 0

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
2

328 前眼部形成異常 0
329 無虹彩症 3

330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

1

331 特発性多中心性キャッスルマン病 8
332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
334 脳クレアチン欠乏症候群 0
335 ネフロン癆 0

336
家族性低βリポタンパク血症１

（ホモ接合体）
0

337 ホモシスチン尿症 6
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 338
合計患者数（人） 5714



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

  ・感染防止対策加算１

  ・摂食障害入院医療管理加算

  ・栄養サポートチーム加算

  ・医療安全対策加算１

  ・小児入院医療管理料２

  ・緩和ケア病棟入院料１

  ・患者サポート体制充実加算

  ・総合周産期特定集中治療室管理料（新生児集中治療室
管理料）

  ・新生児治療回復室入院医療管理料

  ・療養環境加算

  ・重症者等療養環境特別加算

  ・排尿自立支援加算

  ・地域医療体制確保加算

  ・救命救急入院料３

  ・一類感染症患者入院医療管理料

  ・緩和ケア診療加算

  ・精神科応急入院施設管理加算

  ・無菌治療室管理加算１

  ・無菌治療室管理加算２

  ・精神科リエゾンチーム加算

  ・後発医薬品使用体制加算２

  ・病棟薬剤業務実施加算１

  ・病棟薬剤業務実施加算２

  ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

  ・精神疾患診療体制加算

  ・精神科急性期医師配置加算

  ・特定集中治療室管理料１

  ・ハイケアユニット入院医療管理料１

  ・総合周産期特定集中治療室管理料（母体・胎児集中治療
室管理料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

  ・地域歯科診療支援病院歯科初診料

  ・歯科外来診療環境体制加算２

  ・歯科診療特別対応連携加算

  ・特定機能病院入院基本料（一般病棟）　７対１入院基本料

  ・特定機能病院入院基本料（精神病棟）１３対１入院基本料

  ・救急医療管理加算

  ・超急性期脳卒中加算

  ・診療録管理体制加算１

  ・医師事務作業補助体制加算１（２５対１）

  ・医師事務作業補助体制加算１（３０対１）

  ・急性期看護補助体制加算１

  ・看護職員夜間配置加算（１２対１）

  ・データ提出加算２

  ・入退院支援加算１

  ・入退院支援加算３

  ・精神病棟入院時医学管理加算

  ・精神科身体合併症管理加算

 ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

  ・ハイリスク妊娠管理加算

  ・ハイリスク分娩管理加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

  ・ハイリスク妊産婦連携指導料１   ・咬合圧検査

  ・外来排尿自立指導料   ・有床義歯咀嚼機能検査２のロ

  ・医療機器安全管理料１   ・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

  ・ハイリスク妊産婦連携指導料２   ・精密触覚機能検査

  ・薬剤管理指導料   ・睡眠時歯科筋電図検査

  ・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料   ・骨髄微小残存病変量測定

  ・ニコチン依存症管理料   ・有床義歯咀嚼機能検査１のイ

  ・がん治療連携計画策定料   ・咀嚼能力検査

  ・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算   ・有床義歯咀嚼機能検査１のロ

  ・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

  ・肝炎インターフェロン治療計画料   ・有床義歯咀嚼機能検査２のイ

  ・糖尿病透析予防指導管理料

  ・乳腺炎重症化予防・ケア指導料   ・皮下連続式グルコース測定

  ・小児運動器疾患指導管理料

  ・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

  ・婦人科特定疾患治療管理料

  ・外来放射線照射診療料   ・遺伝学的検査

  ・腎代替療法指導管理料

  ・外来緩和ケア管理料   ・在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料

  ・歯科疾患管理料の「注１１」に掲げる総合医療管理加算及
び歯科治療時医療管理料

  ・歯科疾患在宅療養管理料の「注４」に掲げる在宅総合医療
管理加算及び在宅患者歯科治療時医学管理料

  ・がん性疼痛緩和指導管理料

  ・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）   ・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

  ・移植後患者指導管理料（臓器移植後）   ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

  ・がん患者指導管理料イ

  ・がん患者指導管理料ロ

  ・がん患者指導管理料二
  ・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の「注２」に掲げる遠隔
モニタリング加算

  ・がん患者指導管理料ハ

  ・ウイルス疾患指導料   ・医療機器安全管理料２

  ・糖尿病合併症管理料   ・精神科退院時共同指導料１及び２

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

  ・がんゲノムプロファイリング検査   ・経気管支凍結生検法

  ・先天性代謝異常症検査   ・画像診断管理加算３

  ・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）   ・歯科画像診断管理加算１

  ・抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査）   ・歯科画像診断管理加算２

  ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

  ・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

  ・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出   ・ＣＴ撮影

  ・検体検査管理加算（Ⅳ）   ・ＭＲＩ撮影

  ・国際標準検査管理加算   ・冠動脈ＣＴ撮影加算

  ・遺伝カウンセリング加算   ・血流予備量比コンピューター断層撮影

  ・遺伝性腫瘍カウンセリング加算   ・外傷全身ＣＴ加算

  ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算   ・心臓ＭＲＩ撮影加算

  ・胎児心エコー法   ・乳房ＭＲＩ撮影加算

  ・時間内歩行試験   ・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

  ・シャトルウォーキングテスト   ・頭部ＭＲＩ撮影加算

  ・ヘッドアップティルト試験   ・全身ＭＲＩ撮影加算

  ・人工膵臓検査   ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

  ・人工膵臓療法   ・外来化学療法加算１

  ・長期継続頭蓋内脳波検査   ・連携充実加算

  ・全視野精密網膜電図   ・がん患者リハビリテーション料

  ・ロービジョン検査判断料   ・歯科口腔リハビリテーション料２

  ・内服・点滴誘発試験   ・認知療法・認知行動療法１

  ・長期脳波ビデオ同時記録検査１   ・無菌製剤処理料

  ・脳波検査判断料１   ・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

  ・神経学的検査   ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

  ・補聴器適合検査   ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

  ・黄斑局所網膜電図   ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

  ・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

  ・精神科デイ・ケア「小規模なもの」

  ・センチネルリンパ節加算

  ・皮膚移植術（死体）

  ・医療保護入院等診療料
  ・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る）

  ・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算
１及び２

  ・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

  ・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

  ・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの）

  ・椎間板内酵素注入療法

  ・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の休
日加算１

  ・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

  ・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の時
間外加算１

  ・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の深
夜加算１

  ・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

  ・口腔粘膜処置   ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

  ・口腔粘膜血管腫凝固術   ・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）

  ・レーザー機器加算   ・脳刺激装置交換術

  ・硬膜外自家血注入   ・脊髄刺激装置植込術

  ・エタノールの局所注入（甲状腺）   ・脊髄刺激装置交換術

  ・エタノールの局所注入（副甲状腺）   ・仙骨神経刺激装置植込術

  ・人工腎臓   ・仙骨神経刺激装置交換術

  ・導入期加算２   ・角膜移植術（内皮移植加算）

  ・腎代替療法実績加算   ・羊膜移植術

  ・手術時歯根面レーザー応用加算   ・人工内耳植込術

  ・透析液水質確保加算
  ・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

  ・慢性維持透析濾過加算   ・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

  ・手術用顕微鏡加算
  ・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

  ・う蝕歯無痛的窩洞形成加算   ・網膜再建術

  ・CAD／CAM冠   ・人工中耳植込術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

  ・（１）内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術

  ・（１）胃瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・植込型骨導補聴器移植術

  ・植込型骨導補聴器交換術

  ・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

  ・（１）小腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術   ・（１）結腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）   ・（１）腎(腎孟)腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）   ・（１）尿管腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）   ・（１）膀胱腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・胸腔鏡下弁置換術

  ・乳がんセンチネルリンパ節加算２
  ・不整脈手術 左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

  ・センチネルリンパ節生検（片側）（単独法）   ・磁気ナビゲーション加算

  ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）   ・ペースメーカー移植術

  ・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）   ・（１）腟腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

  ・下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）
  ・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

  ・内視鏡下筋層切開術

  ・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

  ・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（МＲＩによるも
の）

  ・胸腔鏡下弁形成術

  ・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセド
ウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮
小体）腺腫過形成手術

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）

・同種死体肺移植術 ・両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・生体部分肺移植術 ・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）

・（１）食道縫合術(穿孔、損傷)(内視鏡によるもの) ・植込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

  ・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

  ・ペースメーカー交換術

  ・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

  ・ペースメーカー移植術（リードレスペースメーカー）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・ペースメーカー交換術（リードレスペースメーカー）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を
用いる場合）

・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る）

・両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

  ・乳がんセンチネルリンパ節加算１   ・経カテーテル大動脈弁置換術

  ・センチネルリンパ節生検（片側）（併用法）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

  ・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）

  ・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

  ・植込型除細動器交換術（その他のもの）   ・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術

  ・経静脈電極抜去術   ・同種死体膵移植術

  ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）

  ・同種死体膵腎移植術

  ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電
極の場合）

  ・生体部分小腸移植術

  ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）

  ・同種死体小腸移植術

  ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈
電極の場合）

  ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

  ・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）
  ・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

  ・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）
  ・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

  ・補助人工心臓   ・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

  ・植込型補助人工心臓（非拍動流型）   ・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

  ・同種心移植術
  ・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

  ・同種心肺移植術   ・同種死体腎移植術

  ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）   ・生体腎移植術

  ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）   ・膀胱水圧拡張術

  ・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術
  ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

  ・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

  ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

  ・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）   ・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

  ・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術   ・人工尿道括約筋植込・置換術

  ・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

  ・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

  ・体外衝撃波胆石破砕術
  ・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

  ・腹腔鏡下肝切除術
  ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
下手術用支援機器を用いる場合）

  ・生体部分肝移植術   ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

  ・同種死体肝移植術   ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

  ・体外衝撃波膵石破砕術   ・胎児胸腔・羊水腔シャント術

  ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
  ・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１２に掲げる手術
の休日加算１
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

  ・悪性腫瘍病理組織標本加算

  ・コーディネート体制充実加算   ・病理診断管理加算２

  ・自己生体組織接着剤作成術   ・口腔病理診断管理加算２

  ・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１２に掲げる手術
の時間外加算１

  ・体外照射呼吸性移動対策加算

  ・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１２に掲げる手術
の深夜加算１

  ・定位放射線治療

  ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

  ・画像誘導密封小線源治療加算

  ・保険医療機関間の連携による病理診断

  ・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

  ・輸血管理料Ⅰ
  ・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

  ・貯血式自己血輸血管理体制加算

  ・医科点数表第２章第10 部手術の通則の19 に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

  ・医科点数表第２章第10 部手術の通則の19 に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

  ・歯科麻酔管理料   ・

  ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）   ・

  ・放射線治療専任加算   ・

  ・外来放射線治療加算   ・

  ・高エネルギー放射線治療   ・

  ・１回線量増加加算   ・

  ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）   ・

  ・顎関節人工関節全置換術（歯科）   ・向精神薬多剤投与に係る医師の届出

  ・歯根端切除手術の注３

  ・麻酔管理料（Ⅰ）

  ・麻酔管理料（Ⅱ）   ・

  ・クラウン・ブリッジ維持管理料（補綴物維持管理料）

  ・同種クリオプレシピテート作製術   ・歯科矯正診断料

  ・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

  ・歯周組織再生誘導手術

  ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術   ・入院時食事療養（Ⅰ）

  ・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

  ・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

  ・ハイケアユニット入院医療管理料１【新型コロナウイルス感
染症患者の受入れ等のための簡易な報告】
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7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 26例

剖検率（％） 3.10%

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

290回

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・

　・

　・

　・

　・

　・マルチプレックス遺伝子パネル検査　進行再発固形が
ん（切除が困難で進行性のもの又は術後に再発したもの
であって、原発部位が不明なもの又は治療法が存在しな
いもの、従来の治療法が終了しているもの若しくは従来の
治療法が終了予定のものに限る。）

　・泌尿生殖器腫瘍後腹膜リンパ節転移に対する腹腔鏡
下リンパ節郭清術

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額 小計カウント

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

ヒツジ胎仔を用いた人工
子宮システムの開発: 成育
限界児に対する効果と安
全性の評価

渡邊真平 周産母子センター 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

独立行政
法人日本
学術振興
会

Radiomics技術を用いて
CT画像のみから肺機能画
像を作成する手法の開発

角谷倫之 放射線治療科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

独立行政
法人日本
学術振興
会

合併症が再現でき消化管
の層構造をもつ、安全な
内視鏡治療手技モデルを
開発する

 菅野　武
総合地域医療教育支
援部

2,860,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

臨床試験データセン
ター（臨床研究推進
センター）

520,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

独立行政
法人日本
学術振興
会

パラジウムに反応する特異
的T細胞受容体の遺伝子
導入細胞株や遺伝子導入
マウスの作製

武田　裕利 歯科顎口腔外科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

独立行政
法人日本
学術振興
会

PJDを応用した機能性フッ
素化アパタイト成膜による
新規予防填塞法の開発

泉田　一賢
周術期口腔健康管理
部

260,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

上皮系細胞から上皮間葉
転換(EMT)誘導を応用し
た歯胚形成

齋藤　幹 小児歯科 2,990,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

認知行動療法が心身症患
者の自己評価機能に及ぼ
す効果の脳画像による検
証

佐藤　康弘 心療内科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

語性失読の障害機序の解
明と、それに基づいた訓練
手技の開発に関する研究

遠藤　佳子
リハビリテーション部
門

780,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

筋層非浸潤性膀胱癌の進
展リスク予測と進展予防へ
の糖鎖バイオロジカルアプ
ローチ

嶋田　修一 泌尿器科 650,000

網羅的遺伝子解析を用い
た、老齢マウスにおける骨
欠損修復メカニズムの解
明

猪狩　洋平 口腔機能回復科 1,170,000

医師主導臨床研究での
ePROシステムの開発と普
及

高田 宗典

MOG抗体関連脳脊髄炎
における細胞性免疫動態
に関する研究

三須　建郎 脳神経内科 1,170,000

副鼻腔真菌症の原因真菌
とその微生物叢解析によ
る重篤化予防と疾患制御
に関する研究

角田 梨紗子
耳鼻咽喉・頭頚部外
科

780,000
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補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

早期患者安全教育は医学
生の患者安全に対する意
識を高めるか？

田畑雅央 医療安全推進室 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

講義と実習を連動させた
効果的な漢方教育プログ
ラムの開発と教育効果の
検証

高山真
総合地域医療教育支
援部

520,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

福島第一原発事故後に形
成された歯における内部
被ばく量推定法の確立

高橋温 障がい者歯科治療部 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

歯胚再生実現化へ向けた
歯原性間葉細胞の
HDAC3阻害による歯根長
制御の試み

新部邦透 咬合修復科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

長鎖非翻訳RNAによる歯
周炎発症制御機構の解明

鈴木茂樹 歯周病科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規インドール化合物
MA-5による難治不妊の克
服を目指した研究

志賀尚美 婦人科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

がんサバイバーの生殖補
助医療におけるMRTの応
用を目指した研究

立花眞仁 産科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

中枢性メラトニン/mTOR交
叉経路に着目した高齢者
くも膜下出血の病態制御
への挑戦

山本修三 加齢・老年病科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵・消化管神経内分泌腫
瘍におけるCNPY2の肝転
移関連機序の解明

水間正道 肝・胆・膵外科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

臓器間ネットワークによる
肝糖新生制御機構の解明

金子慶三 糖尿病代謝科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Rhoキナーゼを介した心筋
症の冠微小循環障害によ
る心筋リモデリングの機序
解明

建部俊介 循環器内科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新たに同定されたチオプリ
ン代謝酵素NUDT15のヒト
血球内活性測定法の開発

志賀永嗣 消化器内科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ピロリ菌除菌後の炎症性
発癌過程における口腔内
雑菌による胃粘膜バリア傷
害機序の解明

宇野要 消化器内科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

小胞輸送機構を基軸とし
たB型肝炎ウイルス感染の
病態解明と臨床応用に向
けた研究

井上淳 消化器内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺高血圧を伴う慢性肺疾
患肺における肺胞傷害・
修復機転の検討と治療法
の開発

大田千晴 小児科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補
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補
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補

委

補

委

補
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補

委

補

委

補

委

補

委

超音波顕微鏡のメカニズ
ムを応用した、歯科疾患の
科学的診断方法の確立

長沼由泰 障がい者歯科治療部 650,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

歯髄痛覚系に対する交感
神経の末梢修飾機序の解
明

嶋田雄介 顎口腔画像診断科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

口腔癌細胞の代謝活性と
環境因子の関連をリアル
タイムモニタリング法で探
る

森島浩允 歯科顎口腔外科 650,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Cochlear synaptopathyに
対する予防法・治療法の
開発

鈴木淳
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

必須微量元素セレン欠乏
に注目した急性感音難聴
の病態解明

大越明
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ニコチンアミド（水溶性ビタ
ミン）を用いた妊娠高血圧
腎症に対する新規治療法
の開発

只川真理 産科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ICUビッグデータのヒューリ
スティック探索：AIで解明
する赤字にならない集中
治療

志賀卓弥 集中治療部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ソナゾイドと改良エンベ
ロープ法を基盤とした次世
代超音波ガイド下神経ブ
ロックの確立

大西詠子 手術部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

十二指腸空腸バイパス術
後の代謝改善メカニズム
における胆汁酸の意義と
腸肝循環の変化

井本博文 胃腸外科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

心停止肝細胞移植におけ
るviability上昇のための新
しい機械灌流法の開発

藤尾淳 乳腺・内分泌外科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿酸塩結晶による冠動脈
の局所炎症を標的とした
先進的診断・治療法開発

西宮健介 循環器内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

MR導電率マッピングによ
る乳房非造影撮像プロト
コールの確立

前川由依 放射線診断科 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺がん3Dオルガノイド長
期継代株の樹立手法の確
立と臨床応用

野津田泰嗣 呼吸器外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

骨－脳連関に着目した高
齢者コグニティブ・フレイル
の神経基盤の解明

高野由美 加齢・老年病科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

動画モーションキャプチャ
による摂食嚥下機能の外
部観察評価システムの構
築

貴田岡亜希 障がい者歯科治療部 650,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

抗菌薬耐性菌の多施設全
県サーベイランスと細菌学
的解析による伝播リスク評
価法の開発

 徳田　浩一 感染管理室 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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代謝改善手術によるNASH
改善機序の解明　胆汁酸
動態の変化からの検証

田中直樹 胃腸外科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

糖代謝非依存性乳がんに
おける診断・治療の一体
化戦略の構築:アミノ酸代
謝に着眼して

原田成美 乳腺・内分泌外科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

COPDにおける肺胞上皮
細胞のストレス応答機構と
微小環境相互作用の検討

藤野直也 呼吸器内科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

慢性閉塞性肺疾患病態に
おける細胞内DNA認識機
構の関与の解明

小荒井晃 呼吸器内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植患者における
HIRA-TAN法での起炎病
原体の探求

平間崇 呼吸器外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

先天性大脳白質形成不全
症に伴う末梢神経障害の
病態解明と治療法の確立

植松有里佳（沼田
有里佳）

小児科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ゲノム編集マウスを用いた
Bリンパ球欠損症新規原
因遺伝子の証明

菊池敦生 小児科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

腫瘍診断目的のFDG PET
における心筋集積と心臓
疾患の関連に関する前向
き研究

高浪健太郎 放射線診断科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

多系統蛋白質症－ALSに
おける神経筋選択的な細
胞変性メカニズムの解明

割田仁 神経内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

TP53 signatureの他がん
腫への応用のための研究

高橋信 腫瘍内科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌代謝解析による腎癌細
胞のチロシンキナーゼ阻
害薬耐性獲得機序と新規
治療標的の解明

川崎芳英 泌尿器科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

非小細胞肺癌における免
疫化学併用療法の新規治
療効果予測・標的因子の
病理学的探索

齊藤涼子 病理部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

MDM2を中心とした食道扁
平上皮癌の化学放射線抵
抗性因子と新規分子標的
薬の研究

岡本 宏史
移植・再建・内視鏡外
科

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

嘔吐するモデル動物スン
クスの戻し交配で解明する
PONVの遺伝学的機序

杉野繁一 手術部 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

硬組織蓄積性放射線傷害
の概念に基づいた新たな
がん放射線治療有害事象
の予防戦略

百々美奈 口腔支持療法科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

口唇裂患者の包括的な顔
面口腔形態と口腔機能の
関連性に関する研究

板垣祐介 顎口腔機能治療部 650,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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進行胃癌のDIC併発に関
連する遺伝子発現異常の
網羅的探索研究

大内康太 腫瘍内科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

間質性肺炎合併肺癌にお
ける癌関連線維芽細胞の
特徴に関する検討

井上千裕 個別化医療センター 780,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

予期せぬ副作用回避のた
めの薬物-胆汁酸相互作
用研究：OATP4C1に着目
して

佐藤紀宏 薬剤部 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

再生医療等製品の細胞材
料における媒介物質エク
ソソームを用いた機能評
価法の確立

沖田ひとみ
臨床研究推進セン
ター

1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

もやもや病感受性遺伝子
ＲＮＦ２１３多型保持健常
者における潜在的画像所
見のＡＩ解析

園部真也
高度救命救急セン
ター

910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

特発性正常圧水頭症の認
知・精神・行動障害に関連
する神経基盤の解明

菅野重範 高次脳機能障害科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ウエラブルデバイスを用い
た周産期の不眠実態の解
明と睡眠介入プログラムの
作成

菊地紗耶 精神科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

破骨細胞前駆細胞の骨組
織への遊走を制御するγ
δT細胞の機能解明と分
子標的薬の検討

西村寿晃 顎口腔機能治療部 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

拡散テンソル画像を応用
した咬筋内部筋線維動態
の解析手法の確立

庄原健太 咬合回復科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

食の力を測る新システム
開発と咀嚼機能評価

菊池雅彦 総合歯科診療部 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体データに基づく個体
別筋骨格シミュレーション
に関する研究

重光竜二 咬合回復科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

リン酸カルシウム遺伝子導
入剤による機能性抗菌
コーティングのインプラント
周囲炎応用

天雲太一 咬合回復科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

炎症性腸疾患併発下で難
治化する根尖性歯周炎の
分子病態解析と新規治療
標的の検索

八幡祥生 歯内療法科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性膀胱痛症候群の病
態分類と重症度を評価可
能する尿中バイオマー
カーの確立

川守田直樹 泌尿器科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ジャポニカアレイを用いた
股関節形成不全の疾患感
受性遺伝子の探索

千葉大介 整形外科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

体外肺灌流装置を用いた
マージナルドナー肺の肺
葉機能診断法の開発

新井川弘道 呼吸器外科 2,730,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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肥満に伴う高インスリン血
症における肝臓が及ぼす
影響とその機序の探索

浅井洋一郎 糖尿病代謝科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Ah受容体が進行期皮膚
扁平上皮癌へ与える影響
の解析

日高高徳 皮膚科学分野 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

乾癬、感染症、メタボリック
症候群における抗菌ペプ
チドカセリサイディンの関
与

高橋隼也 皮膚科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿中落下細胞に含まれる
多能性幹細胞の同定と解
析

内田奈生 小児科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫抵抗性克服のための
非小細胞肺癌における放
射線照射がもたらす免疫
応答の解析

突田容子 呼吸器内科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工子宮システムに胎盤
の内分泌作用として付与
するCRH持続投与の有効
性の検討

佐藤信一
小児科（周産母子セ
ンター）

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

リンパ管腫症モデルマウス
による発症メカニズムの解
明と治療への応用

野澤明史 遺伝科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

子宮内における慢性低酸
素ストレスが胎児の副腎皮
質に与える影響の解析

池田秀之
小児科（周産母子セ
ンター）

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規病因遺伝子GALMを
含むガラクトース血症と若
年性白内障発症との関連

和田陽一 小児科 780,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺の機能と形態の線量評
価を融合した放射線肺臓
炎予測モデルの構築

勝田義之 放射線治療科 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

MRIと流体固体相互作用
解析の融合による内臓動
脈瘤塞栓後の再開通リス
ク因子の解明

鎌田裕基 放射線診断科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸部放射線治療中の腫瘍
縮小および体内変化によ
り変動する心臓被曝線量
評価の研究

高橋紀善 放射線治療科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

MRIによる癒着胎盤の定
量的診断方法の開発

佐藤友美 放射線診断科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

双極性障害発症ハイリスク
状態の研究：診断基準の
確立と行動・認知的変化
の解明

桂雅宏 精神科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ALSにおける活性化アスト
ロサイトの極性転換に着目
した新規治療法の開発

四條友望 神経内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的遺伝子解析による
多系統蛋白質症の神経筋
共通病態解明と治療標的
分子の探索

井泉瑠美子 神経内科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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ヒストンメチル基転移酵素
EZH2は牽引力による歯根
膜の骨芽細胞分化を制御
するか

伊藤新 矯正歯科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

矯正学的歯の移動の促進
に向けた低出力超音波パ
ルスによる骨改造亢進効
果の検討

坂本麻由里 矯正歯科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

口唇口蓋裂患者の口腔感
覚特性の解明

島田栄理遣 顎口腔機能治療部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

還元ストレスをiPS細胞の
分化誘導に応用した新規
骨再生技術の開発

渡辺隼 歯科医療管理部 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

骨造成後のインプラント周
囲骨の経年的変化に影響
する生体力学的背景因子
の検討

佐藤智哉
歯科インプラントセン
ター（咬合回復科）

910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工乳房に対する未分化
大細胞型リンパ腫発生機
序の解明-免疫反応と慢
性炎症の関与-

三浦千絵子 形成外科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎代謝に依存しない特殊
表面加工したMg合金の開
発

佐藤顕光 形成外科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

マイクロパルス毛様体光凝
固術の作用機序及び予後
因子の解明

國分太貴 眼科 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規低弾性チタン合金で
あるTi-Nb-Sn合金を用い
た骨折治療インプラントの
開発

上村雅之 整形外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

骨新生能と生体内吸収性
を有する人工骨の開発

馬場一慈 整形外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

メタボローム解析による骨
軟部肉腫のバイオマー
カー探索

吉田新一郎 整形外科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工呼吸関連肺傷害の血
管内皮傷害における内皮
微小粒子の病態生理学的
作用の解明

武井祐介 麻酔科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

誘導ヒトシュワン様細胞移
植を用いた難治性神経障
害性痛に対する根治的治
療法の開発

村上徹 麻酔科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

LILRB4免疫チェックポイン
ト機構の解明と肺癌にお
ける臨床的意義の検討

田中遼太 呼吸器外科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

脳死肺移植における広域
周波オシレーション法の有
用性に関する研究

新國悦弘 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部門 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

細胞外マトリックス阻害に
よる腫瘍免疫活性化を目
指した新規膵癌治療戦略

青木修一 総合外科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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Wntシグナルによる
ABCC3・胆汁酸を介した
新規大腸癌発癌機構の解
明

小林実 卒後研修センター 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者個別化医療に向けた
治療前の医療画像のみか
ら腫瘍の縮小を予測する
手法の開発

田中祥平 放射線治療科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

大規模MRIデータべース・
治療的介入を用いた、心
機能が脳の老化に及ぼす
影響の研究

鈴木秀明 循環器内科 1,820,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

複雑閉鎖空間中の爆風に
よる生体内衝撃波伝播防
止のための衝撃波工学・
医学的検討

中川敦寛 脳神経外科 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

心停止肝細胞移植におけ
るviability上昇のための新
しい機械灌流法の開発

藤尾淳
移植・再建・内視鏡外
科

910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵液中エクソソームによる
膵癌進展機序の解明と新
規診断法の開発

滝川　哲也 消化器内科 260,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

口腔癌所属リンパ節郭清
による肺転移活性機序の
解明と予防法の開発

宮下仁 歯科顎口腔外科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

進行性下顎頭吸収の新規
治療法の開発に向けた生
物学的メカニズムの解明

野上晋之介 歯科顎口腔外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

超音波波形解析による術
中異常血管識別法の開発

下田由輝 脳神経外科 650,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

心臓死ドナー肺をターゲッ
トとした体外肺灌流装置を
用いた肺機能回復法の開
発

新井川弘道 呼吸器外科 1,820,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

脳卒中片麻痺患者の不整
地歩行時の安定性制御様
式と転倒リスク及び身体活
動量の関係

本田啓太
リハビリテーション部
門

1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

変形性膝関節症者の屋
内・屋外環境下での膝関
節にかかる負荷の相違

矢口春木 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部門 520,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝性嚢胞性腎・肝疾患
への運動療法の効果の機
序解明

三浦平寛
内部障害リハビリテー
ション科

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

バイオマーカーを活用した
新規せん妄予測スコアの
開発

佐久間篤 精神科 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者安全におけるレジリエ
ンス能力は新たなシミュ
レーション教育で向上する
か？

荒田悠太郎 卒後研修センター 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

咀嚼能力とフレイルの関
連にサルコペニア肥満は
媒介するのか～中間媒介
分析を用いて～

沼崎貴子 口腔機能回復科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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ポストコロナを見据えた、
実地疫学を軸とした感染
症危機管理体制の構築と
活用

吉田眞紀子 検査部 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

S1PR1シグナル制御による
脳血液関門保護を介した
くも膜下出血の新規治療
法開発

伊藤明 脳神経外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫受容活性化チロシン
モチーフを有する新規分
子の骨代謝と矯正学的歯
の移動への作用

小川紗衣香 矯正歯科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

口腔癌の低侵襲治療に向
けたMRI・PETの定量的指
標を用いた画像診断法の
確立

小嶋郁穂 顎口腔画像診断科 520,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

HOTAIRによる腎癌悪性
化メカニズムの探索と治療
への応用

方山博路 泌尿器科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ものづくり日本のアイデア
と技術を盛り込んだ移植
肺体外灌流システムの日
加共同開発

渡辺有為 呼吸器外科 6,500,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

放射線誘発性肺障害の予
測モデルおよび進展モデ
ルの構築に関する研究

山本貴也 放射線治療科 260,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

エナメル質石灰化におけ
るin vitro解析システムの
開発

但野愛実 小児歯科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

歯の発生と分化過程にお
けるmicro RNAの役割解
明

中村友昭 小児歯科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

HeterogeneousなTi-Fe傾
斜拡散層によるチタンの
耐摩耗性表面改質

山口洋史 咬合回復科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ダイナミックな酸素濃度の
変化が口腔がん細胞の代
謝に及ぼす悪影響

篠原優太 咬合回復科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

iPS細胞由来軟骨細胞塊
の血管新生因子制御を基
盤とした骨再生技術の開
発

河阪幸宏 咬合修復科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

活性型ビタミンD3による制
御性T細胞の増強と治療
への応用

田中志典 歯科麻酔疼痛管理科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

網膜神経節細胞障害を高
感度に検出するウイルス
ベクターの作成と薬剤スク
リーニング

矢花武史 眼科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Stanford B型大動脈解離
における血流動態解析と
CFDモデルの最適化

樋口慧 放射線診断科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性骨格筋変性疾患に
おけるRNA顆粒解析

池田謙輔 脳神経内科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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共通病態を基盤とした高
安動脈炎と潰瘍性大腸炎
を包括する新規症候群の
検討

白井剛志 血液・免疫科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

B細胞遺伝子発現に基づ
く病原性形質芽細胞を標
的としたSLEの新規治療法
の開発

藤井博司 リウマチ膠原病内科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

転写因子GATA-2を介し
た造血幹細胞と造血微小
環境の機能的連関の解明

藤原亨 血液・免疫科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

表皮IκBζを軸とした皮
膚細菌叢異常による自己
免疫疾患発症機構の解析

水芦政人 皮膚科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

悪性黒色腫真皮内浸潤に
おけるIL-17/ LL37シグナ
ルの役割の解明

藤村卓 皮膚科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

CYP27A1を標的とした新
規喘息治療薬の開発に向
けての基礎的研究

市川朋宏 呼吸器内科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺高血圧症における遺伝
的新規予後規定因子の探
索

矢尾板信裕 循環器内科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Rho-kinase活性に着目し
た微小血管狭心症の新規
治療法及び治療戦略の確
立

白戸崇
臨床研究推進セン
ター

1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ゲノム不安定性による体細
胞モザイクを介したクロー
ン病の発症・病態変化の
解析

角田洋一 消化器内科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工子宮装置を用いた胎
児発育遅延モデルにおけ
る脳障害の解析

埴田卓志
小児科（周産母子セ
ンター）

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

多面的アプローチによる
ニーマンピック病C型の病
態分子機構と病態生理の
解明

前川正充 薬剤部 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

NF-κB経路の異常による
自己免疫疾患の病態解明

森谷邦彦 小児科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

非造影灌流MRIによる前
交通動脈瘤術後高次機能
障害診断システム構築

山崎哲郎 放射線診断科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

MOG抗体関連疾患の臨
床表現型と重症化に関す
る分子免疫病理学的解析

高井良樹 脳神経内科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

筋萎縮性側索硬化症モデ
ルにおける軸索分岐異常
の分子基盤の解明

鈴木直輝 神経内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト膵癌における
vasohibin-2発現意義と免
疫治療への展開

三浦孝之 肝・胆・膵外科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

肺葉移植戦略の確立 -
局所二酸化炭素濃度測定
による肺葉機能評価 -

渡辺有為 呼吸器外科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規肺移植後免疫抑制療
法の開発を目指した間葉
系幹細胞由来の細胞外小
胞の解析と応用

大石久 呼吸器外科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

自然免疫とサブタイプに
着目した慢性移植肺機能
不全のメカニズム解明

渡邉龍秋 呼吸器外科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

開心術後の縦隔内癒着予
防のための生体吸収性薬
剤徐放性代用自己心膜の
開発

前田恵 心臓血管外科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

赤外線照射による植込型
補助人工心臓ドライブライ
ン感染の制御

片平晋太郎 心臓血管外科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

腹部大動脈瘤患者におけ
る次世代シークエンサーを
用いた瘤壁中の腸内細菌
の網羅的解析

田島悠太 移植再建内視鏡外科 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規生体吸収性素材によ
る大動脈解離断端形成法
の確立と有効性に関する
研究

伊藤校輝 心臓血管外科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵癌発癌と浸潤転移能獲
得機構における低分子G
蛋白Ralの機能解析

大塚英郎 肝・胆・膵外科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

大腸全摘・回腸嚢肛門吻
合術後の腸内環境の変化
と回腸嚢炎発症メカニズム
の解明

渡辺和宏 胃腸外科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Bile cell-free DNAを用い
ゲノム多様性を標的にした
胆道癌新規治療

中川圭 肝・胆・膵外科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵癌におけるヘキソサミン
経路を介した化学療法誘
導転移及び耐性獲得機序
の解明

有明恭平 肝・胆・膵外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胆管癌における休眠がん
細胞のメカニズムの解明

益田邦洋 肝・胆・膵外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

オルガノイド培養を応用し
た大腸癌に対する次世代
個別化医療の実現に向け
て

唐澤秀明 胃腸外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

細胞死パターンから解明
する胆道閉鎖症の病因・
病態

佐々木英之 小児外科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

心停止肝に対する、酸素
化灌流とMuse細胞移植を
融合した臓器修復再生法
の開発

宮城重人
移植・再建・内視鏡外
科

1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

D型乳酸アシドーシスを予
防する効果的プロバイオ
ティクスの確立

安藤亮 小児外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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形状記憶ゲルを利用した
周術期医療にも対応可能
な顎補綴装置の開発

小山重人
顎顔面口腔再建治療
部

1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

AI機械学習を基盤とした
支台歯形成技能評価シス
テムの自律化

奥山弥生 咬合修復科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

咀嚼筋fMRIを応用した口
腔機能とフレイルの多角
的関連解析

山口哲史 口腔機能回復科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

静電誘導型発電シートを
用いたウェアラブル型リア
ルタイム咬合力測定方法
の開発

依田信裕 咬合回復科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

RANKL逆シグナルと破骨
細胞エクソソームを基軸と
した新規歯周組織再生療
法の開発

向阪幸彦 歯周病科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

口腔樹状細胞を標的とし
た舌下免疫療法の効果増
強法の開発

田中志典 歯科麻酔疼痛管理科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

統合解析を用いた網膜神
経節細胞別の脆弱性に関
わる緑内障障害シグナル
伝達経路の探索

面高宗子 眼科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

前眼部組織間のトランスオ
ミクス解析による包括的な
眼圧上昇機序の解明

横山悠 眼科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

瘢痕化定量技術と薬剤ナ
ノ粒子化による組織移行
性の高い濾過胞瘢痕抑制
薬の開発

津田聡 眼科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

オルガノイドとオミックス解
析による頭頸部非扁平上
皮癌の個別化医療モデル
の開発

佐藤亜矢子（中目
亜矢子）

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

予後不良卵巣癌における
薬剤製剤抵抗性の機序解
明と新規治療標的の開発

徳永英樹 産婦人科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

大規模出生コホートから月
経関連症状の長期的変化
を捉える

渡邉善 婦人科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

3世代コホート調査を用い
た生殖補助技術特有のゲ
ノム遺伝子異常の探索的
研究

菅原淳史 産科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

子宮内炎症の早期診断
マーカーの探索および早
期治療法の開発

築地謙治
臨床研究監理セン
ター

1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

アーク型光音響トランス
デューサーを用いた軟部
肉腫反応層の評価

綿貫宗則 整形外科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

敗血症性DICにおけるマイ
クロパーティクルの動態お
よびその病態生理学的役
割の解明

齋藤浩二 集中治療部 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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膵の限局的脂肪化・限局
的萎縮の病態解明と膵癌
早期診断への臨床応用

三浦晋 消化器内科 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

神経筋疾患のミトコンドリア
機能異常の解析と新規治
療薬MA-5の効果の検証

及川善嗣 小児科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

透析シャント狭窄低減のた
めの血流要因解析

木下知 放射線診断科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ディープラーニングを用い
た新MRIシークエンス開発
～小児の肝機能画像評価
の実現

青木英和 放射線診断科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

個人の脳領域間の結合性
を反映したニューラルネッ
トワークによる自閉症認知
特性の再現

高橋雄太 精神科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胆汁由来オルガノイドによ
るIgG4関連硬化性胆管炎
の新規診断法の開発

吉田直樹 消化器内科 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

NSAIDsによるABCC3と
ROSを介した家族性大腸
腺腫症の発癌抑制機構の
解明

小林実 卒後研修センター 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫チェックポイント阻害
薬による自己免疫疾患関
連有害事象のバイオマー
カー探索

高崎新也 薬剤部 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

未知の薬物相互作用の解
明を目指したCYP4F2活性
への薬物の影響評価

佐藤裕 薬剤部 2,470,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

放射線従事者に資する持
続可能な放射線被曝防護
システムの開発

常陸真
放射線診断科(放射
線部)

780,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新型コロナウイルス感染症
療養患者の健康管理アル
ゴリズム確立及び管理
ツールの開発

石井正
総合地域医療教育支
援部

910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

TNF-αによる骨細胞の遺
伝子発現の網羅的解析

小川紗衣香 矯正歯科 2,470,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

レジンによるアレルギーお
よび免疫増強効果の機序
解明

坂東加南 矯正歯科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

矯正学的歯の移動時にお
ける低出力超音波パルス
による骨改造亢進機構の
解析

福永智広 矯正歯科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

マイクロ波ドライプロセスに
よるTiN表面改質のインプ
ラントアバットメントへの応
用

伊東明代 咬合回復科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

高周波振動刺激の骨形成
促進効果を利用したイン
プラント治療支援機器の
開発

宮下牧子 咬合回復科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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α1受容体拮抗薬の抗ア
レルギー作用の検討

阿部望 手術部 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

単一前脳基底部細胞のゲ
ノム網羅的遺伝子発現解
析から迫る手術後せん妄
の機序解明

紺野大輔 集中治療部 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト膵島における嗅覚受容
体を介したインスリン分泌
機構の解明

宗像佑一郎 糖尿病代謝科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

悪性リンパ腫の自然退縮
メカニズムの解明

市川聡 血液・免疫科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

糖尿病性腎臓病における
腸腎連関の解明と新規
DKDバイオマーカーの確
立

菊地晃一 腎・高血圧・内分泌科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

NAD代謝による組織因子
制御と慢性腎臓病血栓症
の予防法開発

大江佑治 血液浄化療法部 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

がん微小環境のTSLPシグ
ナルをターゲットとした
CAR-T療法の肺がんへの
応用

渋谷里紗 呼吸器内科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

自然免疫系気道アレル
ギー炎症における活性イ
オウ分子種の役割解明

光根歩 呼吸器内科 2,730,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺線維化と鉄動態 東出直樹 呼吸器内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規抗酸化分子によるT
細胞活性制御機構の解明
と新規免疫・アレルギー治
療の開発

沼倉忠久 呼吸器内科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

活性イオウ分子種によるマ
クロファージ細菌貪食能を
介した新規COPD治療戦
略の開拓

佐藤慶 呼吸器内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

慢性閉塞性肺疾患におけ
る活性イオウ分子種産生
酵素の解析と新規抗酸化
治療薬の創出

佐野寛仁 呼吸器内科 1,950,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

心原性院外心停止患者に
おけるハイブリッド救急室
を用いた診療システムの
有効性の検討

須田彬 循環器内科 2,860,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

冠動脈機能異常の成因と
機序に内皮由来弛緩因子
が果たす役割の解明

神戸茂雄 循環器内科 1,820,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

オミックス解析に基づく頻
脈誘発性心筋症と拡張型
心筋症の鑑別バイオマー
カーの探索

長谷部雄飛 循環器内科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Notch1細胞膜受容体維持
を介した細胞老化誘導に
よる胃癌発癌抑制機序の
解明

金笑奕 消化器内科 2,730,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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嘔吐するモデル動物スン
クスを用いた手術後悪心
嘔吐の脳内機序の解明

杉野繁一 手術部 4,160,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

血流と内皮細胞の相互作
用から迫るもやもや病の発
症機序解明

冨永悌二 脳神経外科 15,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

歯の発生におけるIGFBP
の機能解明とIGF1を基軸
とした再生歯形態制御へ
の応用

大柳俊仁 矯正歯科 1,820,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

歯科矯正用インプラントに
よる顎整形力を骨格性上
顎前突へ応用した際の生
物学的検討

真山敦 矯正歯科 2,730,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

プリン作動性シグナルを介
した新たな骨リモデリング
促進機構の解明

宍戸香 矯正歯科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

熱拡散を応用したチタン
のマルチファンクション化
表面改質法の確立

山口洋史 咬合回復科 2,990,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

帯電による結合作用を利
用した新規石灰化促進タ
ンパク質製剤の開発

長崎敦洋 咬合修復科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

マイクロRNAを最適化した
力学応答歯根膜細胞エク
ソソームによるDDSの基盤
構築

丸山顕太郎 歯周病科 2,210,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

L-アセチルカルニチンの
重要性ならびに神経保護
治療への応用

前川重人 眼科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

酸化ストレスによる細胞老
化とSTING経路に着目し
た糖尿病網膜症の病態解
明

安田正幸 眼科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒトiPS細胞由来網膜神経
節細胞におけるミトコンドリ
ア機能障害の検討

小林航 眼科 2,730,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

RTK/RAS/PI3K遺伝子異
常による頭頸部腫瘍発生
を抑制するー治療への展
開

黒沢是之 形成外科 3,120,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胎盤幹細胞モデルを用い
た前置胎盤の遺伝子発現
とエピゲノム制御

濱田裕貴 産科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

抗アポトーシスタンパクを
ターゲットとした子宮内膜
症および卵巣癌治療の開
発

渋谷祐介 婦人科 780,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

低活動膀胱に対する低出
力衝撃波およびPDE5阻
害薬を用いた新規治療法
の開発

佐藤琢磨 泌尿器科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

てんかん診療における心
理社会評価の信頼性・妥
当性検証による標準化の
取組み

藤川真由 てんかん科 2,340,000

独立行政
法人日本
学術振興
会



補

委

補

委

Nrf2依存的リプログラミン
グを標的とした膵癌新規
治療法開発

濱田晋 消化器内科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

抗精神病薬類の網羅的分
析法の開発と統合失調症
患者の治療薬物モニタリ
ングへの応用

鈴鹿雅人 薬剤部 470,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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新規骨吸収抑制シグナル
の同定

佐々木桃子 小児歯科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

包括的遺伝子情報に基づ
いた新規生分解性Mgデ
バイスの形状および表面
処理技術の開発

柳沢佑太
歯科顎口腔外科

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ラクトフェリンによる骨再生
増進効果と臨床への応用

岩間亮介 歯科顎口腔外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪肝の細胞ストレス応答
に関与するTCA回路中間
体の解析と治療応用に向
けた研究

佐野晃俊
消化器内科

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

メタボロミクスを用いたアル
ドステロン産生腺腫の新規
バイオマーカーの探索

手塚雄太 腎・高血圧・内分泌科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵癌の腹腔洗浄液を用い
たリキッドバイオプシーに
よる腹膜播種への臨床的
応用性の検討

千葉和治
肝・胆・膵外科

1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胃癌に対するMAT2A阻害
剤の効果とDNAメチル化
異常との関連の解明

杉沢徳彦 胃腸外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

SアデノシルメチオニンのB
リンパ球分化・活性化での
機能の解明

加藤浩貴 血液内科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

関節窩軟骨欠損が関節窩
の接触圧に与える影響

川上純 整形外科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

心不全および致死性不整
脈に対する遠隔治療指針
開発のための基盤研究

野田崇 循環器内科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

COPD増悪病態における
retinoic acid receptorの関
与の検討

相澤洋之 呼吸器内科 1,820,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

好酸球性多発血管炎性肉
芽腫症における2型自然リ
ンパ球の機能解析

町山智章 リウマチ膠原病内科 1,170,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

大腸腫瘍の発育進展過程
における周囲間質の線維
芽細胞の役割

下山雄丞 消化器内科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

高齢出産妊婦の効果的な
支援方法の検討

小林奈津子 精神科 780,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ファスジルのPCI関連心筋
障害予防効果に対する検
討

菊地翼 循環器内科 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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胎生期の脳subplate損傷
における過成熟反応の解
析

池田秀之 周産母子センター 65,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

腸内細菌叢(特にAM菌)と
肥満・糖尿病外科手術後
減量・糖尿病改善効果の
関連の解明

井本博文 胃腸外科 184,600

独立行政
法人日本
学術振興
会

線溶系制御因子を標的と
した新規複合的がん免疫
療法の確立

藤村卓 皮膚科 260,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

レセプトデータを用いた高
齢者における
Polypharmacyに関する薬
剤疫学研究

冨田尚希 老年科 65,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

歯の中に照射の痕跡とし
て残された炭酸ラジカル測
定による低線量計測法の
開発

高橋温 障がい者歯科治療部 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

特発性低身長の網羅的遺
伝子解析による新規責任
遺伝子の探索

島彦仁 小児科 1,040,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

脳心血管病高リスク患者
の個別化リスク管理のため
の包括的リスク層別化モデ
ルの開発

大山宗馬 循環器内科 1,690,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体に内在する多能性幹
細胞Muse細胞の肝切除
周術期における血中動態
測定の解析

伊関雅裕 肝・胆・膵外科 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規ミトコンドリア病治療候
補薬MA-5の細胞保護効
果と作用機序の解明

松橋徹郎 小児科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

NRF2活性化モニタリング
マウスを用いた内耳酸化ス
トレス障害の局在と病態の
研究

大石哲也
耳鼻咽喉・頭頚部外
科

1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト・家畜・環境水に由来
する志賀毒素産生性大腸
菌の包括的分子疫学研究

馬場啓聡 総合感染症科 2,080,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

パルスジェットと超音波硬
度計測器を併用した硬度
選択的う蝕治療システムの
開発

横山由加（佐藤由
加）

顎口腔画像診断科 1,430,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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超音波併用脳内局所薬剤
送達システムの臨床応用
に向けた研究
研究課題

冨永悌二 脳神経外科 260,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

超音波併用脳内局所広範
囲薬剤投与法を用いた画
期的なアルツハイマー病
新規治療法開発

下田由輝 脳神経外科 1,560,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

味覚障害の改善は「フレイ
ル予防」につながる-唾液
を用いた免疫学的測定法
の開発-

佐藤しづ子 総合歯科診療部 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

国際医学物理ネットワーク
を軸とした放射線治療に
おける先端技術の創出と
普及

角谷倫之 放射線治療科 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

局所進行非小細胞肺癌に
対する肺機能画像を用い
たオーダーメイド放射線治
療法の開発

角谷倫之 放射線治療科 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

標的指向性マイクロバブ
ルと金属ナノ粒子及び低
出力超音波を用いた口腔
癌治療法の確立

丹田奈緒子 口腔支持療法科 39,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

共役因子MTI-Ⅱによるエ
ストロゲンシグナル調節を
介した硬組織再生療法の
開発

鈴木茂樹 歯周病科 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肥満および脂質異常症に
よる術後痛増強メカニズム
の解明

杉野繁一 手術部 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

Total Survey Errorの枠組
みによる調査データ評価
手法の確立

冨田尚希 老年科 195,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胎生期の脳subplate損傷
における過成熟反応の解
析

渡邊真平 周産母子センター 975,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胎生期の脳subplate損傷
における過成熟反応の解
析

埴田卓志 周産母子センター 65,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

胎生期の脳subplate損傷
における過成熟反応の解
析

佐藤信一 周産母子センター 65,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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ドナー肺の冷保存と体外
肺灌流を組合わせた体外
肺保存装置の開発と最適
保存条件の検討

新井川弘道 呼吸器外科 390,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺動脈性肺高血圧症にお
ける2型自然リンパ球の役
割

藤原亨 検査部 110,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺動脈性肺高血圧症にお
ける2型自然リンパ球の役
割

藤井博司 血液・免疫科 50,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

リン酸八カルシウム・コラー
ゲン複合体と自家骨とによ
る広範囲顎骨再建法の確
立

江副祐史 顎口腔外科 65,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

能動的精密表面温度計測
を用いた熱パルスレーダ
－による癌の生体内診断

藤村卓 皮膚科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

BNP分子型を用いたトラン
スレーショナルリサーチ

高濱博幸 循環器内科 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

医療行為の結果を質向上
する多施設共同カイゼン
研究デザインの確立に関
する研究

田畑雅央 医療安全推進室 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

持続肺換気保存法を用い
たドナー肺機能改善と長
時間肺保存法の開発

平間崇 呼吸器外科 91,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

持続肺換気保存法を用い
たドナー肺機能改善と長
時間肺保存法の開発

大石久 呼吸器外科 104,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

縦断的解析による注意欠
如・多動性障害発症の予
測因子の解析

大田千晴 小児科 260,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

縦断的解析による注意欠
如・多動性障害発症の予
測因子の解析

和田陽一 小児科 130,000

独立行政
法人日本
学術振興
会

社会的弱者を対象とする
臨床研究時代の新たな研
究倫理フレームワークの構
築

高野忠夫 婦人科 910,000

独立行政
法人日本
学術振興
会
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特発性心筋症に関する調
査研究

安田聡 循環器内科 300,000
厚生労働
省

自己免疫疾患に関する調
査研究

石井智徳 臨床研究・実施部門 180,000
厚生労働
省

子宮頸がん検診における
HPV検査導入に向けた実
際の運用と課題の検討の
ための研究

八重樫伸生 婦人科 500,000
厚生労働
省

次期がん対策推進基本計
画に向けて小児がん拠点
病院および連携病院の小
児がん医療・支援の質を
評価する新たな指標開発

笹原洋二 小児科 200,000
厚生労働
省

難治性の肝・胆道疾患に
関する調査研究

仁尾正記 小児外科 300,000
厚生労働
省

遺伝性白質疾患・知的障
害をきたす疾患の診断・治
療・研究システム構築

植松有里佳 小児科 600,000
厚生労働
省

運動失調症の医療水準、
患者QOLの向上に資する
研究班

青木正志 脳神経内科 700,000
厚生労働
省

就労系障害福祉サービス
事業所におけるテレワーク
による就労の推進のため
の研究

藤川真由 てんかん科 250,000
厚生労働
省

次世代医療情報交換標準
規格FHIRを用いたPHR統
一プラットフォームの開発

中山雅晴 医学情報学分野 20,000,000
厚生労働
省

医療情報データベースの
活用推進に関する研究

中山雅晴 医学情報学分野 6,500,000
厚生労働
省

環境中における薬剤耐性
菌及び抗微生物剤の調査
法等の確立のための研究

金森肇 総合感染症科 1,554,000
厚生労働
省

高次脳機能障害の障害特
性に応じた支援者養成研
修カリキュラム及びテキスト
の開発のための研究

鈴木匡子 高次脳機能障害科 1,000,000
厚生労働
省

障害者の支援機器開発に
携わる医療・福祉・工学分
野の人材育成モデル構築
に資する研究

出江紳一
リハビリテーション医
工学分野

14,670,000
厚生労働
省

認知症者における抑うつ・
無気力に対する治療法に
関するエビデンス構築を
目指した研究

鈴木匡子 高次脳機能障害科 1,900,000
厚生労働
省

希少難治性筋疾患に関す
る調査研究

青木正志 脳神経内科 24,986,000
厚生労働
省

小児期・移行期を含む包
括的対応を要する希少難
治性肝胆膵疾患の調査研
究

仁尾正記 小児外科 16,900,000
厚生労働
省
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運動失調症の医療水準、
患者QOLの向上に資する
研究班

青木正志 脳神経内科 700,000
厚生労働
省

新型コロナウイルス感染症
に対する院内および施設
内感染対策の確立に向け
た研究

富田博秋 精神科 514,695
厚生労働
省

筋ジストロフィーの標準的
医療普及のための調査研
究

青木正志 脳神経内科 300,000
厚生労働
省

自己炎症性疾患とその類
縁疾患の全国診療体制整
備、移行医療体制の構
築、診療ガイドライン確立
に関する研究

笹原洋二 小児科 600,000
厚生労働
省

成人の侵襲性細菌感染症
サーベイランスの充実化
に資する研究

大島謙吾 総合感染症科 400,000
厚生労働
省

循環器病に係る急性期か
ら回復期・慢性期への
シームレスな医療提供体
制の構築のための研究

安田聡 循環器内科 500,000
厚生労働
省

一類感染症等の患者発生
時に備えた臨床的対応に
関する研究

徳田浩一 総合感染症科 300,000
厚生労働
省

脳死下、心停止後の臓
器・組織提供における効
率的な連携体制の構築に
資する研究

久志本成樹 救急科 400,000
厚生労働
省

原発性免疫不全症候群の
診療ガイドライン改訂、診
療提供体制・移行医療体
制構築、データベースの
確立に関する研究

笹原洋二 小児科 1,000,000
厚生労働
省

難治性小児消化器疾患の
医療水準向上および移行
期・成人期のQOL 向上に
関する研究

仁尾正記 小児外科 200,000
厚生労働
省

IgG4関連疾患の診断基準
並びに診療指針の確立を
目指す研究

正宗淳 消化器内科 800,000
厚生労働
省

性分化・性成熟異常を伴う
内分泌症候群（プラダ－ウ
イリ症候群・ヌーナン症候
群を含む）の診療水準向
上を目指す調査研究

青木洋子 遺伝科 400,000
厚生労働
省

関連学会の取組と連携し
たPROガイドラインの作成

鈴鴨よしみ 肢体不自由リハ科 400,000
厚生労働
省

多系統蛋白質症（MSP）患
者の全国実態調査と診療
体制構築に関する研究

青木正志 脳神経内科 300,000
厚生労働
省

慢性活動性EBV感染症と
類縁疾患の疾患レジストリ
情報に基づいた診療ガイ
ドライン改定

笹原洋二 小児科 200,000
厚生労働
省

新生児スクリーニング対象
疾患等の先天代謝異常症
における生涯にわたる診
療体制の整備に関する研
究

和田陽一 小児科 700,000
厚生労働
省
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東北大学病院における医
療技術実用化総合促進拠
点構築

張替　秀郎
臨床研究推進セン
ター

166,383,966

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

医工連携を基盤とした
オープン・イノベーション・
プラットフォーム構築

張替　秀郎
臨床研究推進セン
ター

86,361,328

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

国内外のDecentralized
Trial 実施に当たっての課
題及び対応策に関する研
究
Study on issues and

鈴木 由香
臨床研究推進セン
ター

2,600,000
学校法人
東京理科
大学

ARO拠点機能を活用した
医療機器ベンチャー教
育・人材育成

冨永　悌二
病院（臨床研究推進
センター）

49,400,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

がん患者の療養生活の最
終段階における体系的な
苦痛緩和法の構築に関す
る研究

田上恵太 緩和医療科 500,000
厚生労働
省

もやもや病（ウイリス動脈輪
閉塞症）における難病の
医療水準の向上や患者の
QOL向上に資する研究

冨永悌二 脳神経外科 500,000
厚生労働
省

循環器病に関する適切な
情報提供・相談支援のた
めの方策と体制等の効果
的な展開に向けた研究

冨永悌二 脳神経外科 200,000
厚生労働
省

神経変性疾患領域の基盤
的調査研究

青木正志 脳神経内科 900,000
厚生労働
省

先天性骨髄不全症の登録
システムの構築と診断基
準・重症度分類・診断ガイ
ドラインの確立に関する研
究

張替秀郎 血液・免疫科 700,000
厚生労働
省

稀少てんかんに関する包
括的研究

神一敬 てんかん科 600,000
厚生労働
省

難治性血管炎の医療水
準・患者QOL向上に資す
る研究

石井智徳 臨床研究・実施部門 250,000
厚生労働
省

先天性および若年性の視
覚聴覚二重障害の難病に
対する医療および移行期
医療支援に関する研究

香取幸夫
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

100,000
厚生労働
省

新たな手法を用いた肝炎
ウイルス検査受検率・陽性
者受診率の向上に資する
研究

井上淳 消化器内科 400,000
厚生労働
省

プリオン病のサーベイラン
スと感染予防に関する調
査研究

青木正志 脳神経内科 900,000
厚生労働
省

特発性造血障害に関する
調査研究

張替秀郎 血液・免疫科 600,000
厚生労働
省

先天異常症候群のライフ
ステージ全体の自然歴と
合併症の把握：Reverse
phenotypingを包含したア
プローチ

青木洋子 遺伝科 950,000
厚生労働
省
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試料集積の方法検討、トラ
ンスレーショナル実施案検
討

武田一也 放射線治療科 100,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

婦人科悪性腫瘍に対する
標準治療確立のための多
施設共同研究

八重樫伸生 婦人科 500,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

バイオデザインと連携した
医療機器人材育成

中川敦寛 脳神経外科 300,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

Dysferlinopathyおよび類
似疾患の遺伝子解析と結
合蛋白に注目した病態・
治療研究

青木正志 脳神経内科 400,000

国立研究
開発法人
国立精神・
神経医療
研究セン

抗コロナウイルス免疫能測
定技術の開発と実用化

玉田勉 呼吸器内科 2,990,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

哺乳類の能動的低代謝で
ある冬眠から着想を得た
新しい臓器保存戦略

渡辺有為 呼吸器外科 2,314,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

低CO2と低環境負荷を実
現する微細藻バイオリファ
イナリーの創出

中川敦寛 SH推進室 1,608,264

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

糖尿病における脳血管の
変容解明と制御

新妻邦泰 脳神経外科 10,400,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

遠心性神経による臓器機
能調節の実態解明とその
制御法の開発

新妻邦泰 脳神経外科 2,600,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

糖尿病超早期段階の予測
法の開発と予後予測

片桐秀樹 糖尿病代謝科 1,300,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

糖尿病における肝の変容
解明とその制御

片桐秀樹 糖尿病代謝科 9,100,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

末梢臓器情報を中枢に伝
達する分子機序解明とそ
の制御法の開発

片桐秀樹 糖尿病代謝科 9,100,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

恒常性の理解と制御によ
る糖尿病および併発疾患
の克服

片桐秀樹 糖尿病代謝科 21,840,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

臨床研究総合促進事業 冨永　悌二
病院（臨床研究推進
センター）

48,625,000
厚生労働
省

拠点を基点とし、地域と世
界をつなぐhub and spoke
形成型拠点整備事業

冨永　悌二
病院（臨床研究推進
センター）

8,195,807

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

医工連携拠点の支援を活
用した異分野融合型研究
開発の最適化

張替　秀郎
臨床研究推進セン
ター

49,605,706

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構
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補神経疾患特異的iPS細胞
を活用した病態解明と新

青木正志 脳神経内科 5,000,000

国立研究
開発法人
日本医療

医薬関係者による副作用
報告の質向上に向けた情
報連携のあり方の研究

眞野成康 薬剤部 4,060,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

心臓カテーテル検査・治
療中に生じる難治性冠攣
縮に対するファスジルの有
効性及び安全性に関する
無作為化、プラセボ対照
二重盲検比較試験

下川宏明 循環器内科 26,858,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

非閉塞性冠動脈疾患患者
における冠動脈機能の性
差に関する研究開発

高橋潤 循環器内科 10,400,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

組織の適応・修復のため
の神経シグナルを介した
細胞増殖制御機構の解明

今井淳太 糖尿病代謝科 13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

緑内障のカルパイン活性
化の生体内イメージングシ
ステムの開発

中澤　徹 眼科 12,100,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

新型コロナウイルス
（SARS-CoV-2）肺炎に対
するPAI-1阻害薬TM5614
のプラセボ対照二重盲検
第II相医師主導治験

張替秀郎 血液・免疫科 325,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

COVID-19感染重症患者
における凝固異常の病態
解明と早期治療戦略の構
築

齋藤浩二 集中治療部 26,533,326

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

経静脈的ラジオ波焼灼に
よる原発性アルドステロン
症の低侵襲根治療法

高瀬圭 放射線診断科 14,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

新型コロナウイルス感染症
流行期における糖尿病患
者の行動変容・重症化に
関する多施設共同後ろ向
き研究

片桐秀樹 糖尿病代謝科 200,000

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター

遠隔病理診断装置の実用
化

藤島史喜 病理部 560,000 気仙沼市

慢性肝疾患患者と一般住
民の血中アミノ酸プロファ
イルに基づくサルコペニ
ア・リスクスコアの確立と栄
養介入療法の開発

井上淳 消化器内科 500,000

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター

マルチモーダルAIを用い
た視覚指標による幸福度
評価

中澤徹 眼科 6,500,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

世界モデルとなる自律成
長型人材・技術を育む総
合健康産業都市拠点

安田聡 循環器内科 300,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

胎児MRIの最適化：先天
性頸部、胸部疾患の胎児
MRIの撮像の有用性と最
適化

青木英和 放射線診断科 140,000

国立研究
開発法人
国立成育
医療研究
センター

RASopathies新規原因遺
伝子検索と患者登録研究

青木洋子 遺伝科 1,500,000

国立研究
開発法人
国立成育
医療研究
センター
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多層オミックス解析による
個別化緑内障創薬　※国
費

中澤徹 眼科 30,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

新規遺伝性膵炎原因遺伝
子TRPV6変異による膵炎
発症機序の解明と治療応
用

正宗淳 消化器内科 10,400,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

衝撃波アブレーションカ
テーテルシステムの開発

下川宏明 循環器内科 13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

進行性悪性黒色腫治療に
おける抗PD-1抗体との
TM5614の安全性・有効性
を検討する第II相試験

藤村卓 皮膚科 104,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

活性イオウ分子種の抗酸
化・抗炎症作用に基づく
新規眼内灌流液の開発

中澤徹 眼科 64,428,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

重症気管支喘息に対する
先制医療を実現するため
のマルチオミックスを用い
た探索的研究

杉浦久敏 呼吸器内科 13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

パーソナルヘルスレコード
による生活習慣病合併心
血管病患者の診療の質向
上を目指した研究

後岡広太郎 循環器内科 19,500,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

個別化医療を実現する
AI・ビッグデータ活用と循
環器疾患発症・重症化予
測

安田聡 循環器内科 13,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

経静脈的ラジオ波焼灼に
よる原発性アルドステロン
症の低侵襲根治療法

高瀬圭 放射線診断科 37,570,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

ヌーナン症候群類縁疾患
の診断・診療ガイドライン
作成に向けたエビデンス
創出研究

青木洋子 遺伝科 12,905,750

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

植込型補助人工心臓装着
予定患者を対象とした出
血性合併症リスクの事前
予測に基づいた個別化精
密医療・最適化補助人工
心臓治療の実現

齋木佳克 心臓血管外科 12,905,750

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

嚥下障害患者の安全な経
口摂取を支援する咽喉頭
感覚評価法の研究

香取幸夫
耳鼻咽喉・頭頸部外
科

3,090,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

NUDT15遺伝子型に基づ
き個人に最適化された安
全かつ有効的なチオプリ
ンによる免疫調節療法の
開発

角田洋一 消化器内科 39,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

個体・臓器老化研究拠点 片桐秀樹 糖尿病代謝科 478,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

脳内広範囲薬剤送達シス
テムの開発－塩酸ニムス
チン局所投与による脳腫
瘍治療法－

冨永悌二 脳神経外科 51,801,100

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

規治療法の創出を目指し
た研究

青木正志 脳神経内科 5,000,000 日本医療
研究開発
機構
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対面診療に比したオンライ
ン診療の非劣性試験：
COVID-19によって最も影
響を受け得る精神疾患に
対するマスタープロトコル
試験による検証

富田博秋 精神科 2,600,000

学校法人
慶應義塾
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

AYA世代の精神疾患高リ
スク群における予防的睡
眠マネジメントに関する研
究

富田博秋 精神科 600,000

学校法人
東邦大学
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

ハイドロゲルを基材とする
頭蓋内有機物電極の開発

中川敦寛 脳神経外科 12,430,000

株式会社
ユニークメ
ディカル
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

4次元照射領域最適化を
実現する放射線治療計画
支援システムの開発

角谷倫之 放射線治療科 14,300,130

アイテム株
式会社（国
立研究開
発法人日
本医療研
究開発機
構）

全身性エリテマトーデス
（SLE）の自然免疫系と自
己免疫系の連関に中心的
に関与する因子を特定す
るための臨床研究

石井智徳 血液・免疫科 2,060,500

エーザイ株
式会社（国
立研究開
発法人日
本医療研
究開発機
構）

網膜中心動脈閉塞症に対
する神経保護薬の開発の
ための患者レジストリの構
築及び早期第Ⅱ相臨床試
験

中澤徹 眼科 69,076,267

千寿製薬
株式会社
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

超音波検査による乳がん
検診の有効性を検証する
比較試験

大内憲明 乳腺・内分泌外科 104,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

Ferroptosis: molecular
basis and links to human
aging and
neurodegenerative
disease.

Rashad Sherif 脳神経外科 3,993,665

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

新型コロナウイルス
（SARS-CoV-2）肺炎に対
するPAI-1阻害薬TM5614
のプラセボ対照二重盲検
第II相医師主導治験

張替秀郎 血液・免疫科 117,650,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

多層オミックス解析による
個別化緑内障創薬　※企
業原資（間接経費なし）

中澤徹 眼科 30,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構
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がん患者の抑うつ・不安に
対するスマートフォン精神
療法の最適化研究：革新
的臨床試験システムを用
いた多相最適化戦略試験

井上彰 緩和医療科 260,000

公立大学
法人名古
屋市立大
学（国立研
究開発法
人日本医
療研究開
発機構）

難プラ標準レジストリーを
使用し、新生児マススク
リーニング対象疾患等の
遺伝子変異を考慮したガ
イドライン改定に向けたエ
ビデンス創出研究

和田陽一 小児科 559,000

国立大学
法人東海
国立大学
機構（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

子宮頚癌ⅠB期-ⅡB期根
治手術例における術後放
射線治療と術後化学療法
の第Ⅲ相ランダム化比較
試験

島田宗昭 婦人科 65,000

静岡県立
静岡がんセ
ンター（国
立研究開
発法人日
本医療研
究開発機
構）

失明回避を目指す開放隅
角緑内障の遺伝的リスク
予測に関する研究開発

中澤徹 眼科 2,253,940

国立大学
法人九州
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

内視鏡検診対象群のリク
ルートおよび継続受診の
勧奨

正宗淳 消化器内科 100,001

公益財団
法人宮城
県対がん
協会（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

B型肝炎ウイルスの感染性
エンベロープ形成を阻害
する治療法の開発

井上淳 消化器内科 1,820,000

国立大学
法人熊本
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

オールジャパン拡張型心
筋症ゲノムコホート研究に
よるゲノム医療の発展

後岡広太郎 循環器内科 650,000

国立大学
法人東京
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

眼内悪性リンパ腫に対す
るブルトンキナーゼ阻害剤
を用いた中枢再発予防法
による医師主導多施設共
同治験

福原規子 血液・免疫科 130,000

国立大学
法人東京
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）
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医師主導治験の実施（症
例登録及びプロトコル遂
行）

徳永英樹 婦人科 1,820,000

国立大学
法人千葉
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

慢性血栓塞栓性肺高血圧
症における肺動脈バルー
ン形成術の医療の質評価
及びフィードバックシステ
ムを構築する社会実装研
究

安田聡 循環器内科 130,000

国立研究
開発法人
国立循環
器病研究
センター
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

未治療低腫瘍量濾胞性リ
ンパ腫に対するリツキシマ
ブ早期介入に関するラン
ダム化比較第Ⅲ相試験

福原規子 血液・免疫科 1,300,000

国立大学
法人山形
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

中央診断とモニタリング 張替秀郎 血液・免疫科 780,000

国立大学
法人福井
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

新型コロナウイルスに対す
る体外式膜型肺（ECMO）
診療データベースの利活
用

久志本成樹 救急科 650,000

国立大学
法人広島
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

早期非小細胞肺癌に対す
る体幹部定位放射線治療
線量増加ランダム化比較
試験

神宮啓一 放射線治療科 312,000

国立大学
法人広島
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

Cellm-001による初発膠芽
腫治療効果無作為比較対
照試験

金森政之 脳神経外科 1,430,000

東京女子
医科大学
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

オンサイト被験者検査・被
験者募集

冨田尚希 老年科 1,950,000

国立大学
法人東京
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）
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「シスプラチンを含む化学
療法を施行される子宮が
ん患者の嘔気・嘔吐に対
する六君子湯の効果　—プ
ラセボ対照無作為化二重
盲検比較検証試験」の分
担機関として自施設の患
者登録を推進する

徳永英樹 婦人科 325,000

国立大学
法人北海
道大学（国
立研究開
発法人日
本医療研
究開発機
構）

可及的摘出術が行われた
初発膠芽腫に対するカル
ムスチン脳内留置用剤を
用いた標準治療確立に関
する研究

金森政之 脳神経外科 260,000

学校法人
北里研究
所（国立研
究開発法
人日本医
療研究開
発機構）

t(8;21)およびinv(16)陽性
AYA・若年成人急性骨髄
性白血病に対する微小残
存病変を指標とするゲムツ
ズマブ・オゾガマイシン治
療介入の有効性と安全性
を評価する研究

横山寿行 血液・免疫科 130,000

国立大学
法人長崎
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

進行・再発子宮頸癌の予
後向上を目指した集学的
治療の開発

八重樫伸生 婦人科 195,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

オピオイド不応の神経障
害性疼痛に対するプレガ
バリンとデュロキセチンの
国際共同ランダム化比較
試験

井上彰 緩和医療科 325,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

中性脂肪蓄積心筋血管症
の診療に直結するエビデ
ンス創出研究

後岡広太郎 循環器内科 130,000

国立大学
法人大阪
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

高悪性度骨軟部腫瘍に対
する標準治療確立のため
の研究

綿貫宗則 整形外科 390,000

国立大学
法人岡山
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

医師主導治験の実施（症
例登録及びプロトコル遂
行）

徳永英樹 婦人科 2,860,000

国立大学
法人千葉
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

クラウド計算環境を利用し
たゲノム医科学研究の倫
理・技術課題の調査と実
践

角田洋一 消化器内科 3,250,000

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

成人SMA患者レジストリの
整備、成人期SMAの臨床
的検討、SMA予後マー
カー・因子の探索

青木正志 脳神経内科 390,000

国立大学
法人東海
国立大学
機構（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

思春期女性へのHPVワク
チン公費助成開始後にお
ける子宮頸癌の
HPV16/18陽性割合の推
移に関する疫学研究

島田宗昭 婦人科 195,000

学校法人
昭和大学
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

臨床試験統括と検体収集 横山寿行 血液・免疫科 130,000

国立大学
法人東海
国立大学
機構（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

小児がんレジストリーを用
いた転移性肝芽腫に対す
る薬剤開発戦略としての
国際共同臨床試験

福澤太一 小児外科 500,501

国立大学
法人広島
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

顕微鏡的多発血管炎およ
び多発血管炎性肉芽腫症
に対するトシリズマブの有
効性、安全性、薬物動態
に関する医師主導治験

石井智徳 血液・免疫科 390,000

学校法人
東京女子
医科大学
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

レジストリを活用した慢性
血栓塞栓性肺高血圧症に
対するエドキサバンの適
応拡大のための第Ⅲ相医
師主導治験

安田聡 循環器内科 1,820,000

国立大学
法人九州
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

核酸検出等の方法を用い
た原発性免疫不全症等治
療可能な新生児・小児期
疾患に対する新生児マス
スクリーニング法の開発

笹原洋二 小児科 1,300,000

国立大学
法人東京
医科歯科
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

急性心筋梗塞や他臓器虚
血の原因となる特発性冠
動脈解離の診断基準策
定・診療実態ならびに予
後についての臨床エビデ
ンスを創出する研究

安田聡 循環器内科 1,300,000

国立研究
開発法人
国立循環
器病研究
センター
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

早期子宮頸がんに対する
機能温存低侵襲手術の確
立に関する研究

徳永英樹 婦人科 650,000

国家公務
員共済組
合連合会
虎の門病
院（国立研
究開発法
人日本医
療研究開
発機構）

膵・胆道がん全ゲノム解析
データ・臨床情報の収集・
共有・患者還元・創薬開発

海野倫明 肝・胆・膵外科 5,200,000

国立大学
法人東京
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

卵巣がん検体と臨床情報
の収集と管理、解析機関
への送付、臨床情報登
録、患者還元、全ゲノム情
報と臨床病理学的情報と
の統合解析

八重樫伸生 婦人科 3,900,000

公益財団
法人がん
研究会（国
立研究開
発法人日
本医療研
究開発機
構）

東北ブロックのIRUD拠点
病院 / IRUD center
hospital in Tohoku area

呉繁夫 小児科 7,800,000

国立精神・
神経医療
研究セン
ター（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

CRP遺伝子多型解析によ
る食道癌リンパ節転移リス
ク診断キットの開発

亀井尚
移植・再建・内視鏡外
科

38,174,174

国立大学
法人秋田
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

精神疾患に伴う障害の評
価尺度開発－尺度構成の
指導および信頼性・基準
関連妥当性の確認指導

鈴鴨よしみ 肢体不自由リハ科 520,000

公立大学
法人福島
県立医科
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

慢性腎臓病を合併した冠
動脈疾患ベリーハイリスク
患者の心血管イベント抑
制を目的とした冠動脈MR
プラークイメージングの有
効性を検証する多施設前
向き無作為化対照試験

高瀬圭 放射線診断科 780,000

国立研究
開発法人
国立循環
器病研究
センター
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

電子カルテ情報活用型多
施設症例データベースを
利用した糖尿病に関する
臨床研究情報収集に関す
る研究(J-DREAMS)

片桐秀樹 糖尿病代謝科 300,000

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター

EGFRm+進行非小細胞肺
がん（NSCLC）初回オシメ
ルチニブ治療の効果、
安全性及び増悪後の治療
に関する観察研究

齋藤良太 呼吸器内科 565,400

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

先天性代謝異常症患者を
対象とした健康関連 QOL
調査

呉繁夫 小児科 264,000

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

舌再建手術後の嚥下障害
発生割合を検討する多施
設共同前向き観察研究

高木尚之 形成外科 10,900

公益財団
法人静岡
県産業振
興財団

StageⅢ結腸癌治療切除
例に対する術後補助化学
療法としてのmFOLFOX6
療法またはXELOX療法に
おける5-FU系抗がん剤お
よびオキサリプラチンの至
適投与期間に関するラン
ダム化第Ⅲ相比較臨床試
験

海野　倫明 肝・胆・膵外科 97,800

公益財団
法人がん
集学的治
療研究財
団

慢性心不全発症予防・重
症化予防のための次世代
医療基盤確立に向けたゲ
ノム・オミックス解析とデー
タシェアリング

再発危険因子を有する
Stage Ⅱ大腸癌に対する
UFT/LV療法の臨床的有
用性に関する研究
（JFMC46-1201）

三浦康 胃腸外科 21,600

公益財団
法人がん
集学的治
療研究財
団

東北大学病院のウイルス
ゲノム、臨床情報、臨床検
体の収集

張替秀郎 血液・免疫科 2,600,000

国立大学
法人北海
道大学（国
立研究開
発法人日
本医療研
究開発機
構）

後岡広太郎 循環器内科 6,188,000

国立研究
開発法人
国立循環
器病研究
センター
（国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構）

もやもや病の出血性脳卒
中予防と長期予後改善を
目指す多施設共同研究

冨永悌二 脳神経外科 260,000

国立大学
法人京都
大学（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）

摂食障害に対する認知行
動療法の有効性の神経科
学的エビデンスの創出

佐藤康弘 心療内科 2,600,000

国立精神・
神経医療
研究セン
ター（国立
研究開発
法人日本
医療研究
開発機構）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 計　454件　　　

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。
　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

デュシェンヌ型筋ジストロ
フィーを対象とした新たな
患者レジストリを構築する
ための研究

植松貢 小児科 242,000

国立研究
開発法人
国立精神・
神経医療
研究セン

切除不能進行がんおよび
転移・再発固形がん患者
に対するElwctronic
Patient-Reported
Outcome（ePro)モニタリン
グの有用性を検証する多
施設共同非盲検ランダム
化比較試験

西條憲 腫瘍内科 55,000

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

エストロゲン受容体陽性
HER2陰性乳癌に対する
S-1術後療法・長期予後に
関する多施設共同観察研
究：POTENT附随研究

石田孝宣 乳腺・内分泌外科 77,000

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

再発/治療抵抗性NK/T細
胞リンパ腫‐鼻型に対する
アテゾリズマブの第Ⅱ相医
師主導治験

福原規子 血液・免疫科 400,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

高中性脂肪血症を合併し
た冠動脈疾患を対象とし
たペマフィブラートの冠動
脈プラークの退縮に及ぼ
す影響を検討する無作為
化非盲検群間比較試験

安田聡 循環器内科 506,000

国立研究
開発法人
国立循環
器病研究
センター

承認医療機器用性能検証
プラットフォーム機の開発

出江紳一 肢体リハ 29,360

公益財団
法人いわて
産業振興
センター

研究課題名：繰返し入院
する慢性心不全患者を対
象としたASV療法の予後
に関する前向きコホート研
究：再入院や死亡に関す
る影響を検討する縦断的
観察研究

鈴木秀明 循環器内科 1,705,000

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

PI3K/AKT/mTOR経路の
遺伝子変異を含む稀な遺
伝子異常を有する小細胞
肺癌の臨床病理学的、分
子生物学的特徴を明らか
にするための
前向き観察研究・アジア人
の非小細胞肺癌における
個別化医療の確立を目指
した、遺伝子スクリーニン
グとモニタリングのための
多施設共同前向き観察研
究

宮内栄作 呼吸器内科 95,050

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

切除不能包巣状軟部肉腫
患者に対するアテゾリズマ
ブ療法の多施設共同第Ⅱ
相医師主導治験

高橋雅信 腫瘍内科 800,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

超ハイリスク基準群におけ
る生体情報評価及びサイ
トカイン測定による統合失
調症の発現予測因子の探
索研究

富田博秋 精神科 3,215,520

国立研究
開発法人
国立精神・
神経医療
研究セン
ター



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

筆頭著者の
特定機能病院における所属

題名
雑誌名・

出版年月等
論文種別

1 高度救命救急センター
Association of Body Weight Change and Fluid Balance
With Extubation Failure in Intensive Care Unit Patients:
A Single-Center Observational Study

Journal of Intensive Care
Medicine

Original Article

2 総合地域医療教育支援部 Late increases in dialysis initiation after a massive disaster
Therapeutic Apheresis and
Dialysis

Letter

3 総合外科
Adjuvant and neoadjuvant treatment for pancreatic
adenocarcinoma

Japanese Journal of Clinical
Oncology

Review

4 整形外科

Novel augmentation technique of percutaneous pedicle
screw fixation using hydroxyapatite granules in the
osteoporotic lumbar spine: a cadaveric biomechanical
analysis

European Spine Journal Original Article

5 消化器内科
Methotrexate-associated Lymphoproliferative Disorder of
the Small Intestine

Clinical Gastroenterology and
Hepatology

Original Article

6 循環器内科
Impacts of sinus rhythm maintenance with catheter
ablation on exercise tolerance in patients with paroxysmal
atrial fibrillation

Journal of Interventional Cardiac
Electrophysiology

Original Article

7 総合外科
p16 in highly malignant esophageal carcinomas: the
correlation with clinicopathological factors and human
papillomavirus infection

Virchows Archiv Original Article

8 血液内科
Sustained remission of giant pancreatic plasmacytoma with
daratumumab

Annals of Hematology Letter

9 耳鼻咽喉・頭頸部外科

Simultaneous evaluation of symptoms, swallowing
functions, and patient-reported swallowing difficulties and
their correlations with ingestion status during definitive
chemoradiotherapy for oropharyngeal and hypopharyngeal
cancer

Supportive Care in Cancer Original Article

10 耳鼻咽喉・頭頸部外科
Pulsatile tinnitus caused by pneumocephalus after Janneta
surgery

Auris Nasus Larynx Original Article

11 腎・高血圧・内分泌科

Concurrent analogous organ damage in the brain, eyes,
and kidneys in malignant hypertension: reversible
encephalopathy, serous retinal detachment, and
proteinuria

Hypertension Research Original Article

12 眼科
Response to the letter re “CPAP therapy reduces
oxidative stress in patients with glaucoma and OSAS and
improves the visual field”

Graefe's Archive for Clinical and
Experimental Ophthalmology

Letter

13 耳鼻咽喉・頭頸部外科
Multi-institutional Survey of Squamous Cell Carcinoma of
the External Auditory Canal in Japan

Laryngoscope Original Article

小計13件

Ishida, H.|
Kasajima, A.|
Fujishima, F. et
al.

Ichikawa, S.|
Furukawa, E.|
Saito, K. et al.

Maezawa, S.|
Kudo, D.|
Miyagawa, N. et
al.

Kanno, H.|
Aizawa, T.|
Hashimoto, K. et
al

Shiga, H.| Abe, I.|
Masamune, A.

Ishii, R.| Kato, K.|
Ohkoshi, A. et al.

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

Himori, N.|
Nakazawa, T.

Shiga, K.| Nibu,
K.-I.| Fujimoto,
Y. et al.

Fukasawa, K.|
Fukuda, K.| Mori,
N. et al.

Abe, M.| Akaishi,
T.| Ishii, T.

Motoi, F.| Unno,
M.

発表者氏名

Ikeda, R.|
Kikuchi, T.| Sato,
S. et al.

Mishima, E.|
Funayama, Y.|
Suzuki, T. et al.

（様式第3）（様式第3）



14 消化器内科

Association of residual gastric acid secretion with
persistent symptoms in gastroesophageal reflux disease
patients receiving standard-dose proton pump inhibitor
therapy

Esophagus Original Article

15 総合外科

Liver resections in patients with prior bilioenteric
anastomosis are predisposed to develop organ/space
surgical site infections and biliary leakage: results from a
propensity score matching analysis

Surgery Today Original Article

16 放射線診断科
“Follow the Fallopian tube”: A technique to improve
sonographic identification of ovaries in children

Journal of Clinical Ultrasound Original Article

17 血液内科
A novel case of γδ T cell leukemia with recurrent
genetic abnormalities accompanied by agranulocytosis

Annals of Hematology Letter

18 放射線診断科

Computed tomography findings of current nonspecific
interstitial pneumonia based on the 2013 updated
classification of idiopathic interstitial pneumonias: What is
a characteristic of previously diagnosed nonspecific
interstitial pneumonia excluded from the updated
classification

Japanese Journal of Radiology Original Article

19 消化器内科
Impaired Mucosal Integrity in Proximal Esophagus Is
Involved in Development of Proton Pump Inhibitor-
Refractory Nonerosive Reflux Disease

Digestion Original Article

20 眼科

Ocular microcirculation changes, measured with laser
speckle flowgraphy and optical coherence tomography
angiography, in branch retinal vein occlusion with macular
edema treated by ranibizumab

International Ophthalmology Original Article

21 総合外科
Staging laparoscopy is mandatory for the treatment of
pancreatic cancer to avoid missing radiologically negative
metastases

Surgery Today Original Article

22 耳鼻咽喉・頭頸部外科

The third vascular route of the inner ear or the canal of
Cotugno: Its topographical anatomy, fetal development,
and contribution to ossification of the otic capsule
cartilage

Anatomical Record Original Article

23 総合外科
The evaluation of the safety and efficacy of intravenously
administered allogeneic multilineage-differentiating stress-
enduring cells in a swine hepatectomy model

Surgery Today Original Article

24 歯科麻酔疼痛管理科

Comparison of Hemodynamic Responses to Administration
of Vasopressin and Norepinephrine Under General
Anesthesia: A Systematic Review and Meta-analysis of
Randomized Controlled Trials with Trial Sequential
Analysis

Journal of Cardiothoracic and
Vascular Anesthesia

Original Article

25 消化器内科

Factors Associated with Fibrosis during Colorectal
Endoscopic Submucosal Dissection: Does Pretreatment
Biopsy Potentially Elicit Submucosal Fibrosis and Affect
Endoscopic Submucosal Dissection Outcomes?

Digestion Original Article

26 矯正歯科
Ten-m/Odz3 regulates migration and differentiation of
chondrogenic ATDC5 cells via RhoA-mediated actin
reorganization

Journal of Cellular Physiology Original Article

27 整形外科

Obesity is a risk factor for osteoarthritis progression and
spontaneous osteoporosis is a risk for the development of
spontaneous osteonecrosis in patients with medial
meniscus posterior root tear

Journal of Orthopaedic Science Original Article

28 血液内科

Cyclosporine/methotrexate versus
tacrolimus/methotrexate with or without anti-thymocyte
globulin as GVHD prophylaxis in adult patients with
aplastic anemia

Annals of Hematology Original Article

小計15件

Tominaga, J.|
Iwasawa, T.|
Murota, M. et al.

Ichikawa, S.|
Fujiwara, T.|
Saito, K. et al.

Takadate, T.|
Morikawa, T.|
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4 神経外科 Current surgical treatment strategy for spinal cord tumors Japanese Journal of Neurosurgery Original Article

5 薬剤部
Identification and diagnostic performance evaluation of
biomarkers for Niemann-Pick disease type C using mass
spectrometry

Japanese Journal of Clinical
Chemistry

Original Article

6 放射線治療科
Long-term change in the oral health related qol of
patients treated with definitive radiotherapy for head and
neck cancer

Japanese Journal of Head and
Neck Cancer

Original Article

7 神経外科
Oculomotor nerve palsy caused by the posterior
communicating artery with impending ruptured internal
carotid‒posterior communicating aneurysm： A case report

Japanese Journal of Neurosurgery Original Article 　計7件

(注) 1

2

Endo, T.|
Tominaga, T.

Maekawa, M.|
Iwahori, A.|
Mano, N.

Mikami, T.|
Nakano, T.|
Takahashi, M. et
al.

Kikuta, K.|
Masamune, A.

Nitta, F.|
Kunikata, H.|
Nishiguchi, K. et
al.

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。
ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合において
は、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属してい
る場合に限る。）  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」
の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名

Takeda, K.|
Matsushita, H.|
Umezawa, R. et
al.

Hashimoto, K.|
Tanaka, Y.|
Tsubakino, T. et
al.

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七
十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

Jingu, K.|
Takahashi, N.|
Tasaka, S. et al.

Kajitani, T.|
Karibe, H.|
Narisawa, A.

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入す
ること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



 (様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

主に倫理委員会の体制や申請の要件、倫理委員会審査まで流れ、申請手続き、様式一覧、

その他留意すべき事項など。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

東北大学利益相反マネジメントポリシーに基づき、役職員が産学官連携活動その他の社会貢

献活動を行う上での利益相反を適正に管理するために必要な事項を定めることにより、本学

の社会後年の推進を図ることを目的とする。 

利益相反マネジメント推進体制、利益相反マネジメントの実施方法など。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年11回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年8回 

 ・研修の主な内容 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針、『人を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理指針』の制定について・新たな研究指針制定に伴う倫理審査申請等の手続きの変

更について、プロトコールの作成について、事例を踏まえた臨床研究実施時の留意点2021・臨床

研究の規制遵守、研究デザインとサンプルサイズ設計、知的財産制度の基礎と活用、研究公正に

関する講習会、研究目的に合致した質の作りこみの意味とその方法 

(注）前年度の実績を記載すること。 



  

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

当院の研修では、各領域の多数の専門医・指導医の指導の下、豊富な高度医療設備を用いて、将来の専

門医・指導医資格の取得のため、日々高度な医療の習得に努めています。最先端医療や稀少症例、難治

症例を経験するだけでなく、連携病院と協力し各領域の多様な症例を経験することにより、全人的な診

療能力を持つ専門医を養成しております。また、大学院で学位を併行して取得することも可能であり、

医師のみならず教育者、研究者として社会に貢献しております。 

 

平成30年度から開始した新専門医制度による専門医研修において、全19基本領域の専門研修プログ

ラムを整備しております。さらに、初期研修から基本領域の専門研修、サブスペシャルティ領域で

の専門研修、大学院進学等、シームレスな医師養成を行っております。また、当院の専門研修プロ

グラムでは、当院のみならず多くの連携病院と協力し、各人の希望やニーズを考慮し各人毎に最適

なプログラムでの研修を行えるよう整備しています。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        122.9  人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

阿部 倫明 総合診療科 准教授 28年  

安田  聡 循環器内科 教授 35年  

金森  肇 感染症内科 講師 18年  

田中 哲洋 腎・高血圧・内分泌科 教授 27年  

張替 秀郎 血液内科 教授 36年  

藤井 博司 リウマチ膠原病内科 特命教授 26年  

片桐 秀樹 糖尿病代謝科 教授 35年  

井上  淳 消化器内科 講師 22年  

冨田 尚希 加齢・老年病科 助教 21年  

髙山  真 漢方内科 准教授 25年  

福土   審 心療内科 教授 39年  

玉田  勉 呼吸器内科 准教授 28年  

石岡千加史 腫瘍内科 教授 38年  

海野 倫明 
総合外科（肝胆膵・移植

グループ） 
教授 36年 

 

大沼  忍 
総合外科（下部消化管グ

ループ） 
特命教授 28年 

 

亀井  尚 
総合外科（上部消化管

・血管グループ） 
教授 31年 

 

石田 孝宣 
外科（乳腺・内分泌グ

ループ） 
教授 35年 

 

和田  基 小児外科 教授 28年  

齋木 佳克 心臓血管外科 教授 32年  

相澤 俊峰 整形外科 教授 33年  



 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        
今井 啓道 形成外科 教授 29年  

岡田 克典 呼吸器外科 教授 34年  

山内 正憲 麻酔科 教授 31年  

八重樫伸生 産婦人科 教授 38年  

伊藤 明宏 泌尿器科 教授 32年  

青木 正志 脳神経内科 教授 32年  

金森 政之 脳神経外科 准教授 27年  

富田 博秋 精神科 教授 33年  

笹原 洋二 小児科 准教授 31年  

浅野 善英  皮膚科 教授 24年  

針谷 威寛 眼 科 助教 16年  

香取 幸夫 耳鼻咽喉科 教授 34年  

香取 幸夫 頭頸部外科 教授 34年  

出江 紳一 
リハビリテーショ
ン科 

教授 39年  

高瀬  圭 放射線科 教授 33年  

古川  宗 救急科 助手 23年  

藤島 史喜 病理診断科 准教授 23年  

山田  聡 歯 科 教授 28年  

山内 健介 歯科顎口腔外科 准教授 22年  

山田 亜矢 小児歯科 特命教授 27年  

溝口  到 矯正歯科 教授 39年  

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：看護実践を担う看護職員に対してジェネラリストとしての看護実践能力 

向上とキャリア開発のために「看護実践能力開発システム（TNADS）」を導入している。

TNADSの柱としてクリニカルラダーがあり、看護実践、看護管理、教育・研究、人間形成の

４領域と４段階の熟達レベルで教育プログラムを組み集合・オンラインで実施している。 

 ・研修の期間：令和３年４月～令和４年３月  ・実施回数：５４回 

 ・研修の参加人数：延べ３、５０８人 

②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：質の高い看護を提供するために看護管理者が人を育成しながら組織運営に

係る資質を高めることを支援するための研修を集合・オンラインで実施している。 

 ・研修の期間：令和３年４月～令和４年３月  ・実施回数：６回 

 ・研修の参加人数：延べ６０９人 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 現状  
管理責任者氏名 病院長 冨永 悌二 

  管理担当者氏名 総務課長 木村 賢一・医事課長 前田 光男 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 
各診療科 
薬剤部 
医事課 
電子カルテ 

診療記録(手術記録、看
護記録、検査所見記録、
エックス線写真等を含
む)は、平成26年4月より
電子カルテを原本とし、
記載及びスキャン取込
を行い管理している。紙
媒体の診療記録は患者
毎にファイリングし、タ
ーミナルデジットファ
イリング法で一元管理
を行っている。保管期間
は、最終来院日より15
年と定めている。診療記
録の院外への持ち出し
については原則として
禁止している。病院日誌
は年度毎に整理し紙媒
体で保管している。処方
箋は、月及び処方区分ご
とにまとめ、5年間保管
している。 

各科診療日誌 
処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 従業者数を明らかにする

帳簿は、人事システムで
管理している。 
高度な医療の研修の実績

については、紙・電子媒
体で管理している。高度
の医療の提供について
は、診療科・研究推進室
等からデータをもらい、
年度ごとに一覧を作成
し、紙・電子媒体で管理
している。患者数につい
ては、月ごとに集計を行
い電子媒体で管理して
いる。調剤の枚数につい
ては、毎月集計し、電子
媒体で管理している。そ
の他については、各部署
で月ごとや年ごとに管
理している。 

高度の医療の提供の実績 医事課及び研究推進室 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究推進室 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課及び医事課 

 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課及び薬剤部 

規
則

第
一

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

地域医療連携課 
 

年度毎に整理し、紙媒体
にてファイル保存して
いる。 医療に係る安全管理のための委



 
 

員会の開催状況   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 
医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

地域医療連携課 年度毎に整理し、紙媒体
にてファイル保存して
いる。 院内感染対策のための委員会の

開催状況  
従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  
感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  
医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医薬品安全管理室 電子ファイルで保管（医
薬品安全管理室内規及
び医薬品安全管理手順
書）。 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

都度、電子ファイルで保
管。 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

毎月整理し、電子ファイ
ルと紙媒体で保管。 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

年度毎に整理し、紙媒体
にてファイル保存して
いる。 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療機器安全管理室 
 
 
 

年度毎に整理し、紙媒体
にてファイル保存して
いる。 従業者に対する医療機器の安全

使用のための研修の実施状況 
医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 
医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
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び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
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医療安全管理責任者の配置状
況 

地域医療連携課 年度毎に整理し、紙媒
体にてファイル保存し
ている。 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 
医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医薬品安全管理室 会議資料等を毎月整理
し、電子ファイルで保
管。 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

地域医療連携課 年度毎に整理し、紙媒
体にてファイル保存し
ている。 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 
 

医療安全管理部門の設置状況 地域医療連携課 年度毎に整理し、紙媒
体にてファイル保存し
ている。 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 
未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医薬品安全管理室 会議資料を電子ファイ
ルで保管。 

地域医療連携課 年度毎に整理し、紙媒
体にてファイル保存し
ている。 

監査委員会の設置状況 地域医療連携課 年度毎に整理し、紙媒
体にてファイル保存し
ている。 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 
他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 
当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 
医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 
職員研修の実施状況 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 
管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 紙媒体を薄冊として保
管している。 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 
開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

　閲覧責任者氏名 病院長　冨永　悌二

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課長　木村　賢一・医事課長　前田　光男

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

閲覧については、諸記録ごとの管理部署が担当窓口となり、請求手続きに応じている。

　閲覧の手続の概要

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況  

 
有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
『東北大学病院の医療に関する安全管理指針』 
 (1) 患者に対する十分なインフォームド・コンセント及びその同意に基づく医療従事者との良好

な信頼関係のもとに、患者本位の全人的な医療及び安全な医療を提供する。 
 (2) 医療における基本の徹底及びその質の向上を図るとともに、すべての医療従事者の意識改革

及び啓発を図るため、教育・研修及び講演会等を定期的に開催する。 
 (3) 医療従事者自らが、医療行為の基本的事項を日々点検・確認し、事故又はインシデント事例

が発生した場合は直ちに所属責任者に報告するとともに、患者及び関係者に説明の上適切に対
処し、速やかに事故内容等の検討及び再発の防止対策を講ずる。 

 (4) 上記３つの事項を遂行するため、次に掲げる組織及び体制を整備する。 
  ① 医療安全管理責任者 
     本院に、病院長を補佐し、医療安全推進委員会、医療安全推進室、医薬品安全管理室及び

医療機器安全管理室を統括する者として医療安全管理責任者を置き、副病院長（医療安全担
当）をもって充てる。 

  ② 医療安全推進委員会 
     本院における医療の安全管理体制の確保、研修等の企画・実施、及び、次のイからホのイ

ンシデントについて、医療安全推進室からの報告を受け、改善策の検討と実施状況の確認を
行う。 
イ 分類別、職種別、レベル別の月間分析結果 
ロ 分類別（薬剤、チューブ、転倒転落等）の年間分析結果 
ハ レベル３ｂ以上の事案についての詳細とその改善状況 

     二 警鐘的事例に関すること 
     ホ その他、重大事例に関すること 
  ③ 医療安全推進室 
     医療に関する安全管理指針に基づき、本院における医療事故の防止及び医療の質と安全性

を一層向上させるため、その遂行に必要な組織全体のシステムを構築する。 
  ④ 専門部会 
     医療安全推進室の専門部会として下記部会を置き、専門の事項を調査審議するため専門委

員若干人で構成し、具体的な事案に対応する。 
     イ マニュアル作成部会 
     ロ 標準化推進部会 
     ハ 広報・教育部会 
     ニ インシデント審議部会 
  ⑤ リスクマネジャー会議 
     医療安全推進室の下部組織として、各診療科、看護部、各中央診療施設等及び事務部等の

中核となる実務担当等で構成し、医療事故等の未然防止について具体的な安全対策を推進し
、事故又はインシデントレポートの検証及び再発防止策の策定等を行う。 

  ⑥ 医薬品安全管理室 
     本院における医薬品の安全管理体制の確保を図るため、手順の作成、情報の収集及び研修

等を行う。 
  ⑦ 医療機器安全管理室 
     本院における医療機器の安全管理体制の確保を図るため、手順の作成、情報の収集及び研

修等を行う。 
⑧ 医療放射線安全管理室 
   本院における医療放射線の安全管理体制の確保を図るため、手順の作成、情報の収集及び

研修等を行う。 
⑨ インシデント対応委員会 

     本院において重大なインシデントが発生した場合に、直ちに当該インシデントの事実関係
を確認し、適切かつ必要な対応策を検討する。また、患者・家族への対応について病院とし
ての判断・見解を検討し、初期対応を決定する。 



 
 
 

 
  ⑩ 医療事故調査委員会 
 
     医療安全推進委員会及び医療安全推進室とは別組織とし，医療事故の報告を受けた病院長

が必要と認めるときは，当該関係者を招集して医療事故の調査等を行う。 
  ⑪ 特別医療事故調査委員会 
     病院長は，医療法第 6 条の 10 第 1 項に定める医療事故が発生したときは，当該関係者を

招集して医療法第 6条の 11 第 1 項に規定する医療事故調査等を行う。 
  ⑫ 高難度新規医療技術 
     高難度新規医療技術等を用いた医療を提供する場合は、関係学会から示される「高難度新

規医療技術の導入にあたっての基本的考え方」やガイドライン等を参考に実施する。 
 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 １２回 
・ 活動の主な内容： 

医療安全推進委員会 
以下の内容についての審議及び報告を行う。 
・医療に関する安全管理指針に関すること。 

  ・医療の安全管理体制の確保に関すること。 
  ・医療事故等の防止対策の検討及び推進に関すること。 
  ・医療の安全管理のための教育及び研修に関すること。 
  ・発生した医療事故及び医事紛争への対応方法及び情報収集の方針に関すること。 
  ・医薬品、医療機器及び医療放射線の安全管理に関すること。 
  ・重大な問題その他医療安全推進委員会において取り扱うことが適当な問題が発生した場合にお

ける速やかな原因の究明のための調査及び分析に関すること。 
・上記の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立案及び

実施並びに院内に勤務する者への周知に関すること。 
  ・上記に関する改善方策の実施状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しに関すること。 
  ・入院患者が死亡した場合は，当該死亡の事実及び死亡前の状況、入院患者が死亡した場合以外

の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとして病院長が
定める水準以上の事象が発生したときは、当該事象の発生の事実及び発生前の状況について、
報告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること。 

  ・上記に規定する実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための院内に勤務する者への
研修及び指導に関すること。 

  ・その他医療の安全管理等に関すること。 
 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１７回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

・医療安全に係る情報提供 

・医療安全に関する意識の向上のための情報提供 

・医療安全に関する基本的知識の確認 

・医療事故事例の紹介 
 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

事故又はインシデント事例が発生した場合は直ちに院内インシデント報告制度に基づき医療安



 
 
 

 
全管理部門へ報告すること。 

事故又はインシデント事例の報告を受けた安全管理部門は院内マニュアルに従い事例につ

いての情報を収集、分析を行い、問題点を把握し改善策を検討すること。 

重大事例の発生時には院内マニュアルに従い速やかに管理者へ報告を行い、必要応じて事故

調査委員会を設置、原因の分析を行うと共に効果的な再発防止策を検討すること。 

毎月の医療安全推進委員会において、月次インシデントの集計報告及び３b以上の事例の報

告を行っており、院内のインシデントの発生状況の把握に努めていること。また、院内のイン

シデントから警鐘的な事例を毎月１例取り上げて、事案の分析や再発防止策の検討等を医療安

全推進委員会で行っていること。 
毎年度１回、全病棟及び外来棟に対し医療安全巡視を行い、医療安全に係る業務について適

切に行われているかの確認及び指導を行っていること。また、全体巡視に加えて、GRM３名が
、毎週、病棟を巡視しており、院内における医療が適正に実施されているかを適宜確認してい
ること。 

 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
   有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・院内感染対策に関する基本的考え方 

・感染対策のための委員会 

・感染対策のための従事者に対する研修に関する基本方針 

・感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

・院内における感染症発生時の対応に関する基本方針 

・患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

・その他の感染対策の推進のために必要な指針 

 

『東北大学病院における感染対策の指針』 

医療関連感染に対する、医療従事者の標準予防策並びに手指衛生を始めとする基本的な感染対

策の確実な実施を行うための指針である。具体的には以下のとおり。 

 
1. 感染対策のための委員会 
1）感染対策に関する委員会として病院長を含む感染対策委員会を設置する。感染対策委員会は、
医療関連感染の発生防止、並びに発生時の対応等、院内感染対策に関する必要な事項を審議・
決定する。 

2）感染対策委員会の下部組織として感染対策実務委員会を置く。感染対策実務委員会は、院内
の問題点を把握し、感染防止対策の実務を行い、各委員は委員会での決定事項を所属部署に周
知する。 

3）当院の感染対策全般について総合的な管理を行うため、感染管理室を置き、感染対策活動の
総責任者として院内感染管理者を置く。 

4）感染管理室の業務を職種横断的に遂行するための組織として、各職種からなるICT(Infection 
Control Team)を置き、感染に関する課題の抽出・解決、感染対策活動の周知徹底、各部署で
の教育等を行う。 

5) 抗菌薬の適正使用を推進するための組織として、AST（Antimicrobial Stewardship Team）を
置き、感染症を発症した患者が適切な抗菌薬治療を受けているかどうかを多職種からなる専門
家チームで評価、管理し、必要に応じて主治医に助言するなどの支援を行う。 

 
2.感染対策のための従事者に対する研修に関する基本方針 
1）感染管理室並びにICTが中心となり、全職員を対象に具体的な研修の立案・実践を行う。 
2）感染対策に関する必要な知識・技能を維持向上できるように、年２回以上の講習会を実施す
る。 

3）ICTによる職場巡視、各部門の感染対策担当者による日々の活動を通じて、継続的な教育・啓
発を実施する。 

 
3.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
1）感染管理室並びにICTは感染対策の実施のため、院内感染防止対策の立案、及び具体的な遵守
事項を定めるマニュアルを作成する。 

2）感染管理室は、微生物検査情報などをもとに院内における感染症発生動向について把握し、
手指衛生の遵守、地域における病原体の伝播、抗菌薬使用状況なども踏まえた抗菌薬の適正使
用について、ICT及びASTとともに機動的な感染対策を立案・実施する。 

3）感染管理室は職員のワクチン接種など職業感染対策を積極的に推進するとともに、針刺し切
創・体液曝露事例が発生した場合においては、情報の収集並びに感染防止に関する対応を行う。 

4）感染対策委員会並びに感染対策実務委員会は、感染管理室、ICT及びASTの活動について報告
を受けるとともに、報告事項を当院の最重要事項として対応する。 

 



 
 
 

 
4.院内における感染症発生時の対応に関する基本方針 
1）感染症の伝播並びに集団感染事例が発生もしくは疑われる際には、第一に患者及び職員の生
命及び健康と安全を最優先に考え行動する。 

2）患者並びに家族への連絡・説明は速やかに、主治医もしくは当該科の上席医師が率直に事実
を話すとともに、事実のみを客観的かつ正確に記録する。また患者並びに家族への説明内容な
どについて詳細に診療録等に記録する。 

3）当該部署は状況について感染管理室へ報告する。感染管理室はICTとともに情報の収集並びに
当面の対策について立案・実施し、病院長に報告する。 

4）死亡又は重大な障害が発生した場合、又はその疑いがある場合には事務部長は病院長の指示
を仰ぎ、速やかに所轄警察署・保健所・東北厚生局に届出をし、報告を行う。 

5）集団感染事例が発生した場合は、速やかに事故原因の究明、今後の対応策等を検討する。調
査は感染対策委員会の構成員に加え、関係部署を加えて構成する。必要に応じて、保健所や東
北厚生局など外部の専門家を加え、客観的な判断を加えることに努める。又、公表の必要性と
方法を協議し、病院長が決定する。 

 
5.患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
本指針は患者及びその家族等から閲覧の求めがあった場合はこれに応じるものとする。 
 

6.その他の感染対策の推進のために必要な指針 
感染対策マニュアルなど、その他の感染対策の推進のために必要な指針は、別途定める。 

 
 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

・院内感染対策のための委員会の管理及び運営に関する規程の整備を行うこと。 
・重要な検討内容について、院内感染発生時及び発生が疑われる際の患者への対応状況を含め管理

者へ報告すること。 
・院内感染が発生した場合は、速やかに発生の原因を分析し、改善策の立案及び実施並びに従業者

への周知を図ること。 
・院内感染対策委員会で立案された改善策の実施状況を必要に応じて調査し、見直しを行うこと。 
・医療関連感染の発生防止、並びに発生時の対応等、院内感染対策に関する必要な事項を審議決定

すること。 
・感染管理室、ICT及びASTの活動について報告を受けるとともに、報告事項を当院の最重要事項と

して対応すること。 
 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年１５回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

・院内感染対策のための基本的考え方及び具体的方策についての研修会 
（新規採用者対象オリエンテーション） 

・院内感染管理に則した研修（感染対策病棟講習会、感染対策に関するインターネット研修会） 
・感染管理全般に関する定期講演会（年８回）（内訳：インターネット研修7回、集合研修1回） 
・その他感染管理に関する研修会 

 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

「院内感染対策のための指針」に則した院内感染対策マニュアルの整備及び見直し、更には毎
月の感染対策委員会において、サーベイランス対象菌種検出症例数の月次報告を行っており、
院内の感染症の発生状況の把握に努めている。 



 
 
 

 
また、医師・看護師・薬剤師、臨床検査技師の４職種が、毎週、週１回、全病棟３０部署の

ラウンドを実施し、外来・中央診療部門もラウンドすることによって、感染症防止対応が適切
に行われているかの確認及び指導を行っている。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年２８回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・医薬品の有効性・安全性に関する情報、使用方法に関する研修 
・医薬品の安全使用のための業務に関する手順書についての研修 
・医薬品による副作用等が発生した場合の対応に関する研修 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

・院内で用いる医薬品の採用及び購入に関する業務 
・医薬品の管理に関する業務 
・患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する業務 
・患者に対する与薬 
・未承認等医薬品の使用に関すること 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

内視鏡観察時の鑑別に用いる3％検査用ルゴール液20mLなどの院内製剤を含め、診療科から
申請/届出のあった未承認等医薬品（全298件,令和３年度対象品目）や、薬剤師が把握した
未承認等医薬品の情報を管理している。 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・疑義照会事例、副作用報告事例、インシデント事例、医薬品添付文書改訂に伴う注意事項等
の医薬品情報を収集し、院内の医薬品の使用状況や注意事項を周知 

・医薬品安全管理室の指示のもと、薬剤師が病棟（月1回）及び外来診療科（2ヶ月に1回）の
巡視を実施 

・医薬品安全管理室巡視を毎年実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年５５回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

○新規導入機器は購入依頼時に研修対象者をリスト作成し、機器使用前の研修を実施 
○特定機能病院における定期研修について、年２回以上定期的に研修を実施 
○医療機器の有効性・安全性に関する事項 
○医療機器の使用法に関する事項 
○医療機器の保守点検に関する事項 
○医療機器の不具合等が生じた場合の対応に関する事項 
○医療機器の使用に関しての法令遵守に関する事項 
○その他新規採用者及び中途採用者・復職者を対象とする研修を実施 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

機器 保守点検の主な内容 
人工心肺装置及び補助循環装置 

始業点検・終業点検・日常点検・定期点検 
外部委託定期点検 

人工呼吸器 
血液浄化装置 
除細動装置 
閉鎖式保育器 
ＣＴエックス線装置 
診療用高エネルギー放射線発生装置 
診療用放射線照射装置 
磁気共鳴画像診断装置 

 
上記保守点検について 

① 実施状況、使用状況、修理状況、購入年度の把握及び記録 
② 保守点検実施状況の評価及び医療安全の観点からの保守点検の見直し 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

○婦人科における術後癒着防止を目的とした子宮内避妊器具の適用外使用：5件 
○肢体不自由リハビリテーション科における上下肢麻痺を治療するためのパスリーダーの適
応外使用：264件 

○心臓血管外科における大動脈瘤治療のためのMFMの未承認使用：9件 
○保存修復科（歯内療法科）における歯根端切除術の逆根管充填剤としてMTAセメントを適用
外使用する：20件 

○心臓血管外科における人工弁周囲逆流閉鎖のためのAVPⅡの適応外使用：9件 
○膵癌に対する放射線治療における位置照合のための放射線治療マーカー(visicoil)の適用
外使用：4件 

○末梢ルート確保困難症例において、緊急時に造影剤注入適応の無いCVカテーテル（従来品）
を用いて造影剤注入を実施する適用外使用：2件 

○呼吸器外科における胸腔鏡手術のためのNK綿棒の適用外使用：209件 
○集中治療部における、COVID19のECMO患者に対しての、アナコンダを用いたECMOからの吸入
麻酔薬直接投与のための適用外使用：1件 

 



 
 
 

 
○形成外科における高度な上顎低形成を呈する患者のための国内未承認医療機器The Leipzig
 retension plate setの未承認使用：1件 

○小児の再発性大動脈縮窄症に対するExcluderの適応外使用：1件 
○Chimney/periscope法を用いた腹部大動脈ステントクラフト治療における腎動脈・上腸間膜
動脈へのVIABAHNステントグラフトの使用：3件 

○静脈疾患に対する末梢動脈用ステントの使用：1件 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

○未承認等医療機器を使用した診療に関しての届出、治験・臨床研究に関しては倫理委員会の
情報から使用状況の情報収集。 

○添付文書等の管理 
○医療機器に係る安全性情報の収集と病院管理者への報告 
○毎月第一木曜日の「医療機器点検の日」実施による医療機器の点検及び院内の意識啓発 

 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 

医療安全管理責任者として医療安全担当副病院長が、医療安全管理部門（医療安全推進室）、医療

安全管理委員会（医療安全推進委員会）、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統

括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
有（ １名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

手順書に基づき医薬品情報を収集し、緊急度に応じた周知を実施している。また、必要に応じて院
内の医薬品の使用状況について調査し、改善が必要とされる事項については、医療安全推進委員会
等を通じて周知している。 

 

 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

医薬品安全管理室が未承認等医薬品に関する担当部門として規定されており、診療科から申請され
た未承認等医薬品の使用条件等について審議している。未承認等医薬品のうち、未承認新規医薬品
及び院内製剤については、未承認新規医薬品評価委員会を開催し、使用の条件等に関する意見を聴
取している。また、臨床試験薬については特殊薬品として薬剤部で管理しており、未承認等の医薬
品について把握している。これらの情報及び処方状況を管理するシステムを構築し定期的に処方状
況等について確認している。 

 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 副薬剤部長 ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 



 
 
 

 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： ・文章による同意が必要な医療行為 

・説明者 

・複数の診療科が関わる場合（合同手術・依頼によって行われる検査・処置等） 

・説明と同意の方法 

・説明・同意書の運用 

・説明の内容 

・説明時の同席者 

・説明の相手方 

・同意の確認 

・説明と同意に関する診療記録への記録 

・緊急に医療行為が必要な患者の場合 

・同じ治療を繰り返す場合の説明と同意のあり方 等 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療記録等に必要な事項の記載があるか、また記載内容に齟齬がないか等の点検のため、チェックシ

ートを使用し、入院診療計画書、医師経過記録、インフォームド・コンセント、手術（侵襲的処置含

む）記録、病名整理、退院時要約等の評価を行っている。なお、点検結果は、記載の質向上がなされ

るよう各診療科へフィードバックし、適切な記載方法について指導している。 

 

 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（１）名、兼任（ ）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（ ）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

◎医療安全推進室 
(1) 医療安全推進委員会に係る事務に関すること。 
(2) 医療事故、インシデント及び死亡事例の収集及び分析に関すること。 
(3) 医療の安全管理に係る教育・研修事業の企画及び運営に関すること。 
(4) 医療安全管理マニュアルに関すること。 



 
 
 

 
(5)  医療安全巡視の実施及び実施状況の把握・分析に関すること。 
(6) 医療安全確保のための業務改善計画書の作成、実施状況の確認及び評価結果の記録に関する

こと。 
(7) 患者等からの相談件数、相談内容、相談後の取扱いに係る医療安全管理者の活動実績の記録

に関すること。 
(8) 医療安全対策に係る取組の評価等を行うカンファレンスの実施及び記録に関すること。 
(9) 事故その他の医療安全推進室において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事象

が発生した場合における診療録その他の診療に関する記録の確認、患者又はその家族への説
明、当該事象の発生の原因の究明の実施その他の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基
づく院内に勤務する者への必要な指導に関すること。 

(10) 医療に係る安全管理に係る連絡調整に関すること。 
(11) 医療の質の向上及び医療に係る安全の確保のための対策の推進に関すること。 
(12) 医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び院内に勤務する者の医療の安全に関

する意識の向上の状況の確認に関すること。 

  

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（６件）、及び許可件数（４件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（  有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・高難度新規医療技術担当部門の設置について 

・高難度新規医療技術を用いた医療の提供の申請・確認・報告について 

・体制に変更があった場合の確認について 

・高難度新規医療技術評価委員会について 

・報告及び通知について 

・実施状況等の確認について 

・センター長及び病院長への報告について 

・病院長からの停止命令について 

・審査資料等の保管について 

・秘密の保持について 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（  有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２件）、及び許可件数（２件） 



 
 
 

 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・未承認新規医薬品を用いた医療の提供の申請・確認・報告について 
・未承認新規医薬品を用いた医療の提供の廃止等について 
・未承認新規医薬品評価委員会について 
・報告及び通知について 
・使用状況等の確認について 
・センター長及び病院長への報告について 
・審査資料等の保管について 

 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年６２５件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年１０６件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

(1) 医療に関する安全管理指針に関すること。 

  (2) 医療の安全管理体制の確保に関すること。 

  (3) 医療事故等の防止対策の検討及び推進に関すること。 

  (4) 医療の安全管理のための教育及び研修に関すること。 

   (5) 発生した医療事故及び医事紛争への対応方法及び情報収集の方針に関すること。 

   (6) 医薬品及び医療機器の安全管理に関すること。 

  (7) 重大な問題その他医療安全推進委員会において取り扱うことが適当な問題が発生した場合

における速やかな原因の究明のための調査及び分析に関すること。 

(8)  前号の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立案

及び実施並びに院内に勤務する者への周知に関すること。 

  (9) 前号の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しに関する

こと。 

(10) 入院患者が死亡した場合は、当該死亡の事実及び死亡前の状況、入院患者が死亡した場合以

外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとして病院

長が定める水準以上の事象が発生したときは、当該事象の発生の事実及び発生前の状況につ



 
 
 

 

いて、報告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること。 

(11) 前号に規定する実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための院内に勤務する者

への研修及び指導に関すること。 

  (12) その他医療の安全管理等に関すること。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、訪問調査は実施せず、紙面調査となった。 

書面にて医療安全、医薬品安全管理、高難度新規医療技術、外部監査について札幌医科大学附属病院

に報告し、同校からの質問に回答した。当院からは旭川医科大学病院から書面報告を受け、内容につ

いて質問し回答を得た。 

 

 

 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

地域医療連携センター内に、相談に応じる窓口を設置しており、相談担当者が対応している。 

必要に応じて、相談担当者からセンター長や医療安全管理者等に相談の上、適切に対処している。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

令和４年１月２４日に専門医更新のための医療安全講習会（医療安全の ABC）、同年３月８日に医療

倫理に関する講演会（臨床倫理と臨床課題へのアプローチ）を実施。 

 令和３年度、その他は概ね e-learning を用いた研修を実施した。特定研修と題して特定機能病院

の医療安全管理に関する事項等をメインにした研修を実施した。 

 また、特定のテーマを定め、ブラッシュアップ研修を実施しており、職員のスキル向上に努めてい

る。（CVC の標準的手技、採血方法等） 

 なお、平成２９年度からは、医薬品安全研修が毎月開催されている。 

 実施後の学習効果の測定は、毎年実施しているグラジオラス通信トリビア編（マークシート回答）

によって検証している。 

 

 



 
 
 

 
（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

日本医療機能評価機構主催の２０２１年度特定機能病院管理者研修を以下のとおり受講 

  管理者:令和４年１月２５日 

  医療安全管理責任者：令和４年１月２５日 

  医薬品安全管理責任者：令和４年２月１４日 

  医療機器安全管理責任者：令和３年１２月１５日 

 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

公益財団法人 日本医療機能評価機構による病院機能評価（主たる機能種別「一般病院３」）の
本審査を 2020 年 11 月に受審した。その後、2021 年 4 月に補充的審査の受審を経て、同年 6月 4日
付けで「条件付認定（6 ヶ月）」という結果になった。条件付認定の場合、同機構から提示された
改善要望事項に関して確認審査を受審する必要があり、2022 年 5 月 25 日に確認審査を受審し、同
年 7月 8 日付けて「条件付解除」となり、正式な「認定」となった。 
当院は「高難度新規医療技術の実施後確認」「注射薬投与時の機械認証」「病理診断結果報告書

の未読確認」について改善要望事項を示されており、これらに関して改善対策を講じ、継続的な実
施を行い、一定の水準に達していると評価された。 

 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

日本医療機能評価機構のウェブサイトにて「一般病院３」の審査結果が公表されている。 

 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

（高難度新規医療技術の実施後確認） 
高難度新規医療技術に関する同意書の様式を改訂し、自院における実績や術者の経験、新規医療
技術であるが故のリスクを記載するようにした。報告間隔を 1年毎から半年毎に変更し、さらに
診療科からの報告だけでなく、担当部署も直接診療録等を確認するようにした。 

（注射薬投与時の機械認証） 
注射剤の準備及び投与時のフローの見直しとダブルチェック手順について現状分析と目標設定



 
 
 

 
の検討を行い、注射実施時の業務フロー及び注射剤の確認手順を見直した。注射オーダのある施
用単位払出注射剤は、薬剤調整時の確認を簡略化し、誤薬防止に観点から投与直前には携帯情報
端末を用いた機械認証を必須とする業務フローとした。この業務フローの変更について、看護師
長会および看護部委員会（QM 委員会）を通じて各部署への周知と徹底を図った。その後、部署ラ
ウンドによるヒアリングと現場確認、各看護職員の認証実施率を経時的にモニタリングし遵守状
況を可視化した。注射認証実施率の低い部署については、個別にヒアリングを行うとともに、各
看護職員への指導を行い、誤薬防止策の徹底を図っている。 

（病理診断結果報告書の未読確認） 
病理所見の未読に関しては誰がどのレポートを確認していないかを明示したリストを作成し各
診療科宛にリマインドを実施している。 

 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

一 医療安全確保のために必要な資質及び能力 

医療安全管理業務の経験、患者安全を第一に考える姿勢や指導力等を有すること。 

二 東北大学病院(以下「本院」という。)の管理運営上必要な資質及び能力 

本院又は本院以外の病院での組織管理経験など、高度な医療を司る特定機能病院の管理運営

上必要な資質及び能力を有すること。 

三 本院の理念等を実現するために必要な資質・能力 

本院が掲げる基本理念と将来構想の実現を目指す強い意思とこれらを継続的かつ確実に推進

する強力なリーダーシップを有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

東北大学の病院長候補者選考会議のホームページを設置し、当ページ内で基準を公表している。 

（参照：http://www.bureau.tohoku.ac.jp/byouinchousenkou/index.html） 
 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

東北大学の病院長候補者選考会議のホームページを設置し、当ページ内で委員名簿等を公表し

ている。 

（参照：http://www.bureau.tohoku.ac.jp/byouinchousenkou/index.html） 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

大野 英男 東北大学総長 ○ 国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 1号によるもの 

有 

青木 孝文 東北大学理事  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 2号によるもの 

有 

滝澤 博胤 東北大学理事  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 2号によるもの 

有 



 
 
 

 
小谷 元子 東北大学理事  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 2号によるもの 

有 

植木 俊哉 東北大学理事  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 2号によるもの 

有 

下間 康行 東北大学理事  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 2号によるもの 

有 

林 富 宮城県立こども病

院名誉院長 

 国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 3号によるもの 

無 

近藤 丘 東北医科薬科大学

病院長 

 国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 3号によるもの 

有 

八重樫 伸生 東北大学医学系研

究科長 

 国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 4号によるもの 

有 

髙橋 信博 東北大学歯学研究

科長 

 国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 4号によるもの 

有 

川島 隆太 東北大学加齢医学

研究所長 

 国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 4号によるもの 

有 

佐藤 和宏 宮城県医師会長  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 5号によるもの 

無 

安藤 健二郎 仙台市医師会長  国立大学法人東北大学病院

長の選考に関する規程第 3

条第 1項第 5号によるもの 

無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の業務、運営、組織、将来計画等に関する事項 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

合議体（病院運営評議会）構成員への議事要旨の配付、構成員が属する部署内での情報共有 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

冨 永 悌 二 〇 医師 病院長 

五十嵐   薫  歯科医師 総括副病院長 

亀 井   尚  医師 副病院長 

張 替 秀 郎  医師 副病院長 

石 岡 千加史  医師 副病院長 

江 草   宏  歯科医師 副病院長 

溝 口   到  歯科医師 副病院長 

鈴 木 由 美  看護師 副病院長 

藤 森 研 司  医師 病院長特別補佐 

田 畑 雅 央  医師 病院長特別補佐 

高 野 忠 夫  医師 病院長特別補佐 

植 田 琢 也  医師 病院長特別補佐 

庄 司 貞 雄  研究員 病院長特別補佐 

安 田   聡  医師 総合診療科長 

德 田 浩 一  医師 総合感染症科長 

田 中 哲 洋  医師 腎・高血圧・内分泌科長 

藤 井 博 司  医師 リウマチ膠原病内科長 

片 桐 秀 樹  医師 糖尿病代謝科長 

正 宗   淳  医師 消化器内科長 

武 藤 達 士  医師 加齢・老年病科長 

福 土   審  医師 心療内科長 



 
 
 

 
杉 浦 久 敏  医師 呼吸器内科長 

海 野 倫 明  医師 総合外科長 

大 沼   忍  医師 総合外科長 

石 田 孝 宣  医師 総合外科長 

和 田   基  医師 総合外科長 

齋 木 佳 克  医師 心臓血管外科長 

相 澤 俊 峰  医師 整形外科長 

今 井 啓 道  医師 形成外科長 

山 内 正 憲  医師 麻酔科長 

井 上   彰  医師 緩和医療科長 

岡 田 克 典  医師 呼吸器外科長 

久志本 成 樹  医師 救急科長 

島 田 宗 昭  医師 婦人科長 

齋 藤 昌 利  医師 産科長 

伊 藤 明 宏  医師 泌尿器科長 

青 木 正 志  医師 脳神経内科長 

富 田 博 秋  医師 精神科長 

笹 原 洋 二  医師 小児科長 

青 木 洋 子  医師 遺伝科長 

笹 原 洋 二  医師 小児腫瘍科長 

浅 野 善 英  医師 皮膚科長 

中 澤   徹  医師 眼科長 

香 取 幸 夫  医師 耳鼻咽喉・頭頸部外科長 

出 江 紳 一  医師 肢体不自由リハ科長 

中 里 信 和  医師 てんかん科長 

上 月 正 博  医師 内部障害リハ科長 

鈴 木 匡 子  医師 高次脳機能障害科長 

神 宮 啓 一  医師 放射線治療科長 

高 瀬   圭  医師 放射線診断科長 

山 田 亜 矢  歯科医師 小児歯科長 

小 関 健 由  歯科医師 口腔支持療法科長 

飯久保 正 弘  歯科医師 顎口腔画像診断科長 

髙 橋   哲  歯科医師 歯科顎口腔外科長 

水 田 健太郎  歯科医師 歯科麻酔疼痛管理科長 

齋 藤 正 寛  歯科医師 歯内療法科長 

佐々木 啓 一  歯科医師 咬合回復科長 

山 田   聡  歯科医師 歯周病科長 

服 部 佳 功  歯科医師 口腔機能回復科長 

江 島   豊  医師 材料部長 

齋 藤 浩 二  医師 集中治療部長 

笹 野 公 伸  医師 病理部長 

八重樫 伸 生  医師 周産母子センター長 

石 井   正  医師 総合地域医療教育支援部長 

中 山 雅 晴  医師 メディカル IT センター長 

菊 池 雅 彦  歯科医師 総合歯科診療部長 

小 山 重 人  歯科医師 顎顔面口腔再建治療部長 

眞 野 成 康  薬剤師 薬剤部長 

藤 巻 慎 一  臨床検査技師 診療技術部長 



 
 
 

 
小山田 享 史  事務職員 事務部長 

加 藤 裕 光  歯科技工士 診療技術部歯科技術部門長 

山 内 健 介  歯科医師 総括副病院長特別補佐 

黒 澤   一  医師 安全衛生管理室長 
 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 一部有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

病院長の予算権限については「東北大学会計規程」で定められており、当該規程はwebsite上
で閲覧可能となっている。 

   病院長の人事権限については「東北大学病院の総括副病院長及び副病院長に関する申合せ」
、「東北大学病院病院長特別補佐に関する内規」、「東北大学病院専門別診療科等に関する内
規」で定められているが、これらは院内のみ閲覧可能となっており、公表はされていない。 

 
 
 ・ 規程の主な内容 
   「東北大学会計規程」においては、部局の長を予算責任者として定め、予算の執行計画に関

する事務を行わせることを定めている。 
   「東北大学病院の総括副病院長及び副病院長に関する申合せ」では、病院長が総括副病院長

及び副病院長候補者を指名し，総長に推薦するものであることを定めている。「東北大学病院
病院長特別補佐に関する内規」では、病院長特別補佐は病院長が任命することを定めている。
「東北大学病院専門別診療科等に関する内規」では、科長、副科長、医局長、病棟医長及び外
来医長は，病院長が任命することを定めている。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

   本院では、歯科部門の責任者として総括副病院長を1名置き、医科部門の副病院長3名、歯科
部門の副病院長を2名置いている。また、現在、病院長特別補佐を20名置き、それぞれ別紙の役
割を担っている。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

国立大学附属病院長会議で、国立大学附属病院の医事系、経営系事務職員を対象とした研修
会を随時開催している。また、次世代の病院運営を担う層に対して「トップセミナー」も実施
している。 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する 

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

・以下に掲げる事項について病院長に対し報告を求め、必要に応じて実地監査を行うこと。 

イ 医療安全管理に係る体制 

ロ 医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の業務の状況 

ハ 医療安全推進室の業務の状況 

ニ 医療に係る安全管理のための委員会の業務の状況 

ホ その他医療安全管理に関して必要な事項 

・必要に応じ、総長又は病院長に対し、医療安全管理についての是正措置を講ずるよう意見を述

べること。 

・その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：東北大学及び東北大学病院のホームページへの掲載。 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

武田 和憲 

社会保険診療

報酬支払基金

宮城支部 

○ 

医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 

１ 

阿部 玲子 
東北公済病院

看護部 
 

医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 

１ 

三輪 佳久 
齋藤・笹村法律

事務所 
 

法律に関する識

見を有する者 

有・無 
１ 

原 忠篤 
東北医科薬科

大学病院 
 

医療を受ける者

その他医療従事

者以外の者 

有・無 

２ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを 

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
  国立大学法人東北大学監事監査規程（公表）において、本学の監事監査の目的として「関係法
令等に基づく適正な執行状況等について監査する」と定められている。この監査事項の詳細は、
国立大学法人東北大学監事監査実施細則（非公表）に定められており、第3条第1項第9号に「病院
管理者の業務の法令適合状況」が明記されている。 
また、同監事監査規程においては、監査報告書に基づき改善すべき事項がある場合には、総長

（病院開設者）は速やかに改善の措置を講じることとされており、取組の有効性を検証し、適時
に見直しを行う体制が構築されている。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 一部有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
  国立大学法人東北大学監事監査規程は国立大学法人東北大学規程集

（http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kitei/reiki_taikei/r_taikei_01.html）にて web 公開さ
れている。 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に 

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

平成15年度から本院には外部有識者で構成される「東北大学病院運営諮問会議」が設置され
、病院長の諮問に応じてその運営、将来計画等に関する重要事項を審議し、病院長に助言、勧
告を行ってきた。 

   この合議体に平成30年9月から予算執行状況その他の本院の管理運営に関する重要事項につい
て監督する機能も付与した。 

 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年２回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年２回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

安藤 健二郎 仙台市医師会長 ○ 
 

無 

近藤 丘 東北医科薬科大学病院長 
  

有 

原田 善教 学校法人東北学院理事長 
  

無 

一力 雅彦 河北新報社代表取締役社長 
  

無 

大山 健太郎 
アイリスオーヤマ株式会社 

代表取締役会長 

  

無 

樋口 康二郎 東北電力株式会社取締役社長 
  

無 

小林 英文 株式会社七十七銀行取締役頭取 
  

無 

深澤 ひとみ 
プルデンシャル・ファイナンシ
ャル・インク 日本駐在員事務

所 

  

無 

伊藤 直之 伊藤・根本法律事務所弁護士 
  

有 



 
 
 

 

郷内 淳子 有限会社ティー・ジイー 

  

無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合 

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 窓口が設置された平成２８年度に全病院職員に対してリーフレットを配布した。また、毎年４月

当初に開催されるオリエンテーションにおいて全新規入職者を対象にリーフレットを配布してい

る。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

本院ホームページでは、利用者目線に立った内容やレイアウトの工夫を行い、本院の取り組みや、

診療科スタッフの紹介、受診手続きについて掲載している。  

また、病院広報誌やwebマガジン、メールマガジンを定期的に発行するほか、河北新報に「気にな

る症状すっきり診断」と題した連載を掲載し、本院の診療に関する取り組みや市民の健康に役立つ

情報について紹介している。これまで宮城県内各地に出向いて開催していた市民公開講座について

は、オンラインで開催することとしている。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

本院ではがんセンターや小児医療センターなど、関連する複数の診療科からなる組織を設置し、患

者に対し、効率的かつ安全で高度な治療を行える診療体制を整備している。  

また、平成２９年度には個別化医療センターを設置し、複数診療科体制で、血液検体や組織検体を

採取し、がんゲノム医療をはじめとする未来型医療を邁進している。 

 

 

 


